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1. 研究の背景と目的	 	 	 	 	 	 	 	 	  

1.1. 背景  

	 近年の訪日外国人旅行者増加に合わせ、

政府では ICT（Information and Communi- 

cation Technology）を積極的に用いた受入体

制の整備が検討されている。旅行者環境の

改善が見込まれるものの、以下のような課

題がある。 

⑴ 地方観光振興事業者の訪日外国人旅行

者受入体制整備の課題 

観光協会などの地方観光振興事業者

では、十分な受入体制整備ができていな

い事例も多く、予算や人員の制限、ビッ

グデータの利活用が不十分な現状など

が原因として見受けられる。地方観光振

興事業者が持つ情報のきめ細やかさや、

観光施設との関係性は貴重なリソース

であると考えられるため、受入体制整備

に関する課題と原因を把握し、解決策を

投じることは重要である。 

⑵パーソナルデータを含むビッグデータ

の収集方法とプライバシーの問題 

	 社会全体の ICT 化や IoT（Internet of 

Things）およびビッグデータ利活用の発

展により、いつでもどこでも適切なサ

ービスを受けられる可能性があるが、

ネットワークを介した行為の履歴が自

動的にサービス提供者側に蓄積される

現行の仕組みは、プライバシー漏洩の

リスクをはらむ。現在主流となってい

るこの仕組みを見直し、パーソナルデ

ータを個人が主体的に管理する必要性

がある。 

1.2. 目的  

	 以上の課題をふまえ、本研究の目的を次

の 3 点に設定した。提案システムのソフト

ウェア実装および実証実験を相互的に進め、

その枠組み全体の実用性の体系化を試みた。 

(1) 外国人旅行者環境の改善を行い、より

良い観光体験を提供する。 

(2) 資源の少ない地方観光振興事業者が

効率的に必要な情報を収集できるシ

ステムを提案し、評価を行う。 

(3) 利用者の意思に基づく「データ寄付」

による観光ビッグデータ収集の実現

可能性を検証する。 

 

2. 観光協会の現状と課題	 	 	 	 	 	 	  

2.1. 観光協会へのヒアリング調査  

	 観光協会の主要な情報発信ツールである

観光マップに着目し、外国人旅行者の受入

体制整備との関係および現状と課題を把握
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すべく、都内６区の観光協会にヒアリング

調査を行った。調査結果をまとめ、区同士

の比較を行うことで次のことが明らかとな

った。 

(1) 観光協会の活動内容や情報発信方法に

はばらつきが見られるが、それぞれの

区が持つ観光資源に適した方法で活動

を行っている結果だと考えられる。 

(2) 紙媒体の観光マップは、内容の更新・

多言語化・印刷代および在庫管理にお

けるコストが大きい。 

(3) 観光資源の認知度と外国人旅行者のニ

ーズの把握は、相互に関係する２つの

大きな課題である。 

(4) 観光情報の ICT化は今後ますます進行

すると考えられる。 

 

2.2. 文京区観光協会との共同研究の計

画  

	 ヒアリング調査の結果から、文京区観光

協会との共同研究を決定した。観光協会の

現状と課題から、外国人旅行者のフィード

バックを低コストで収集する枠組みが必要

と考えられる。そのため本研究室で独自開

発した、まちあるき用スマートフォン向け

アプリケーション「漫歩（Manpo）」[1]の技

術を用いて、文京区の紙媒体の観光マップ

を位置情報サービス付きモバイルアプリケ

ーション化し、外国人旅行者のフィードバ

ックとして移動軌跡、写真やコメント、属

性情報を集めるための機能を付加する。ア

プリケーションのユーザである外国人旅行

者の観光の記録を蓄積し、観光協会がビッ

グデータとして利活用することで、外国人

旅行者のニーズの把握や観光情報発信の改

善につなげることが可能となるモバイル IT

サービスを提案することとした。 

 

3. ビッグデータの収集方法	 	 	 	 	 	  

3.1. 現状のビッグデータ収集方法と利

活用の問題点  

	 IT サービス提供者側に主導権がある現状

のビッグデータ収集方法では、その利活用

にも課題が見られる。観光協会では既存の

ビッグデータを観光事業の改善にうまく活

かせていない。その原因として、調査範囲

が広大過ぎて必要な範囲の詳細なデータを

収集できていない、または技術面からデー

タの加工が利活用できる水準に到達してい

ないということが、ヒアリング結果からわ

かっている。 

3.2. 提案する「データ寄付」の枠組み  

	 「データ寄付」は、ユーザが自身のログ

データや個人コンテンツを、ビッグデータ

の一部として利用させる目的で自覚的に情

報提供者側に送信する仕組みを指す。ユー

ザ側に主導権があり、明示的なデータ寄付

行為によりデータ収集が実現される。 

 

4. 提案するモバイル ITサービス	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

4.1. 全体の枠組みと基本設計  

	 以上の議論をふまえ、本研究で提案・実

装したモバイル ITサービスの構成図を次に

示す（図 1）。中央の枠で囲われた部分が個

人コンテンツ寄付機能付きモバイル観光マ

ップ・アプリケーション「文の京	 漫歩

（Bunkyo Manpo）」[2]の部分であり、その

上部がユーザ側、下部がサーバ側である。

「Content Creation Function(CCF)」および

「Data Donation Function(DDF)」が本研究に

おいて設計および実装した部分であり、そ

れぞれ「ManpoKit」と「Parse」を基盤ソフ
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トウェアとして利用した。CCF はユーザが

観光マップ上に位置情報を含むコメントと

写真（=個人コンテンツ）を作成する機能で

あり、DDFではデータ寄付を行う。 

 
図 1 モバイル ITサービスの構成図 

 

4.2. アプリケーションの詳細  

	 文京区観光協会の観光マップ「おさんぽ

くん」をベースとし、GPS による現在地と

移動軌跡の表示によって観光を支援する。

ユーザは CCFによりコメント・写真をマッ

プ上に作成し、観光が終了したらデータ寄

付を行うか決定する。図 2 において左は移

動軌跡とコメントが表示された状態を表す。

右は個人コンテンツ作成画面であり、中央

は個人コンテンツ表示画面である。 

   
図 2 アプリケーション使用イメージ画面 

5. 実証実験	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

5.1. 目的と方法  

	 提案するモバイル ITサービスおよびモバ

イルアプリケーションの有用性を検証する

ため、実証実験を行った。まず本アプリケ

ーションが外国人旅行者にとって有用であ

り、機能的かつ広く受け入れられるもので

あるかをユーザ実験により確認した。文京

区内において本アプリケーションを用いた

観光と個人コンテンツの作成、使用感に関

するアンケート調査を、外国人被験者 12名

に対して行った。次に、収集されたユーザ

のフィードバックが情報提供者側にとって

有益であり、観光情報発信の改善の助けと

なるかを文京区観光協会へユーザ実験の結

果報告をすることで確認した。 

 

5.2. 結果と考察  

	 ユーザ実験とアンケート結果から、本ア

プリケーションを利用することでローカル

な観光情報と位置情報を同時に入手し、ス

ムーズに観光を行えることが確認されたが、

同時にユーザインタフェースの改善の必要

性も明らかとなった。 

	 ユーザは、見たものの美しさや感動を記

録するために写真やコメントを残すと予想

されていたが、収集された個人コンテンツ

の内容の分析から、疑問および観光マップ

に対する意見という動機でのコメントも見

られた。街中の日本語のみで表現された看

板や情報に対し「これは何か」とコメント

した写真や、「庭園の入口が見つからない」

といったコメントは、観光マップや区内の

観光情報発信の改善のヒントとなり得る。 

	 文京区観光協会への結果報告より、本ア

プリケーションで収集可能な個人コンテン
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ツが、観光マップの情報が引き金となって

生じたフィードバックであるために、観光

情報発信の品質向上につながる有望な手段

として評価できた。 

	 ユーザ実験のアンケート結果から、個人

コンテンツの他ユーザとの共有を望む声が

多く聞かれたが、観光協会は観光マップ上

にどのようなコメントや写真でも載ってし

まうことに不安を感じている。いたずらや

宣伝によるコンテンツで観光マップが埋め

尽くされてしまう危険性がある。このこと

から、ユーザ同士のデータ共有の代わりに、

観光協会からユーザへの公式コンテンツの

配信をする枠組みを提案した。公式コンテ

ンツの配信もCCFを利用することで実現可

能である。 

 

6. 結論	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

6.1. 本研究の成果  

	 観光協会へのヒアリング調査から設定し

た課題を解決するためのモバイル ITサービ

スを提案し、個人コンテンツ寄付機能付き

モバイル観光マップ・アプリケーションの

開発を行った。アプリケーションが有用で

あるかという点に関して実験を行った結果、

本アプリケーションにより収集可能な個人

コンテンツの内容が、文京区観光協会にと

って有益なデータとなり得るものであるこ

とが確認された。従来の大手民間企業や公

的機関によるビッグデータの分析結果では

知りえなかった、地域観光マップを通した

フィードバックを得られる枠組みにより、

地域観光振興事業者の情報発信の品質向上

につながると有望な手段として評価できた。 

6.2. 今後の課題  

	 モバイル観光マップ・アプリケーション

として、ユーザインタフェースの操作性の

向上を検討する。特に、インストール時に

各ボタンやアイコンの説明を行う機能など

が必要と考えられる。また、現在のデータ

寄付機能は、ユーザに積極的な寄付を喚起

する仕組みを持っていない。アプリケーシ

ョンを使用して一定時間が経過したら寄付

を募るメッセージを出す機能など、工夫を

してデータ寄付をしてもらうことが必要と

なる。 

	 収集したデータの管理および分析を、現

在は、IT サービス開発側の本研究室が行っ

ているが、将来的には地方観光振興事業者

自身がデータ収集・管理および分析を観光

マップや情報発信の改善に生かすという一

連のサイクルを回すことができるようにす

る必要があり、データの管理および分析を

簡単に行えるツールの開発が必要である。 

6.3. 今後の展望  

	 文京区以外の地方観光振興事業者や、ガ

イドツアー運営団体による活用が考えらえ

る。本アプリケーションを利用することで、

ガイドが作成したツアーの内容を参加者に

アプリケーションを通して共有できる可能

性や、各観光振興事業者が観光マップ上に

投稿する公式コンテンツを参考に、ツアー

参加者の急な要望に対応するなどの利用方

法が期待できる。 
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第１章  

序論  

 
1.1. 背景  

	 2020年の東京オリンピック・パラリンピックをひかえ、2015年の訪日外国人旅行者
は 12 月の時点で過去 高の 1,900 万人を達成し、政府は目標としていた 2020 年に
2,000万人という数字をさらに高い目標設定である 3,000万人へ変更することを検討し

ている［1-1］。訪日外国人旅行者の増加に伴い、国内では外国人旅行者の受入体制の整
備が不可欠となっている。特に、社会全体の ICT（Information and Communication 
Technology）化による整備は、外国人旅行者にとっての不便さを軽減するとともに、

オリンピック・パラリンピックという機会を、世界に日本の ICT サービスやインフラ
の技術力の高さを誇るチャンスとみなし、推進されている事業のひとつである。具体的

には、無料Wi-Fi環境の整備促進や、多言語音声翻訳システムの実現、デジタルサイネ

ージ機能の拡大、オープンデータ利活用環境の整備などが行われている［1-2］。また、
観光庁や政府観光局（JNTO）では訪日外国人旅行者の行動特性や要望を把握するため、
各種のアンケート調査、SNS（Social Networking Service）の分析、携帯端末の GPS

（全地球測位システム）による位置情報の解析など、様々なビッグデータを扱う調査を

行っている[1-3］。 
	 今後、社会の ICT化および IoT（Internet of Things）の発展により、いつでもどこ

でも位置情報や個人の属性などのパーソナルデータを収集できる仕組みが確立され、ま

すますビッグデータの利活用は活発になると考えらえる。これらの ICT インフラの整
備により、旅行者にとっては、旅行中でも個人の属性や嗜好に則したサービスをスムー

ズに受けられる便利な社会が到来する可能性が大いにある。 
	 このような ICT を用いた旅行者環境の改善が見込まれるものの、より細かい視点で
見ると、以下のような課題がある。 

 

⑴  地方観光振興事業者の訪日外国人旅行者受入体制整備の課題  
	 現在、観光協会などの地方観光振興事業者、および地方自治体では、十分な外国人旅

行者受入体制整備ができていない事例も多い。原因として予算や人員の制限や、ビッグ

データの利活用ができていない現状が見受けられる。地方観光振興事業者は、その地域

の観光資源に関するスペシャリストであり、その観光情報のきめ細やかさや、観光施設
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と築いた関係性などは大きな価値があると考えられる。したがって、地方観光振興事業

者の訪日旅行者受入体制に関して課題と原因を把握し、解決策を投じることは重要であ

る。 

 

⑵  パーソナルデータを含むビッグデータの収集方法とプライバシーの問題  
	 IoT およびビッグデータ利活用の発展によっていつでもどこでも適切なサービスを

手に入れられることは、ネットワークと常に接続し、ネットワークを介して行った行為

の履歴が時々刻々とサービス提供者側に渡っていくために、自身がどこにいて、何を考

えているかを、いつでも知られている可能性を意味し、プライバシー漏洩のリスクをは

らんでいる。そのため、現在主流となっているユーザ側の無自覚なパーソナルデータ提

供およびサービス提供者側の機械的なデータ入手の仕組みを見直し、パーソナルデータ

を個人が主体的に管理する枠組みが必要である。 

 
 
1.2. 目的  

 
	 本研究の目的を以下の 3点と設定し、提案システムのソフトウェア実装およびユーザ
実証実験を相互的に、かつ段階的にレベルを上げながら進め、その枠組みを客観的に分

析し、その利点・問題点をまとめ、枠組み全体の実用性の体系化を試みた。 

 
(1) 外国人旅行者環境の改善を行い、より良い観光体験を提供する。 

 

(2) 資源の少ない地方観光振興事業者が効率的に必要な情報を収集できるシステムを提案

し、評価を行う。 

 

(3) 利用者の意思に基づく「データ寄付」による観光ビッグデータ収集の実現可能性を検

証する。 

 
 
1.3. 先行研究および本研究の位置付け  

	 以前は、専門的な知識を要したウェブコンテンツの作成だが、ブログなどの優れた

CMS（Content Management System）の登場・普及により、だれもが容易にウェブコ
ンテンツによる情報発信が可能となった。このように、専門家ではなく、一般ユーザが
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作成したコンテンツは、UGC（User-Generated Contents）と呼ばれている。近年、
インターネット上では、イラスト投稿サイト、動画投稿サイト、口コミサイト、各種

SNS などのほとんどは UGC であり、この枠組みの普及により、コンテンツの内容が

多様となり、インターネットにおける重要な位置を占めるようになった[1-4]。 
	 Google Mapsが提供するMy Maps機能[1-5]は、ユーザが簡単に目的に合わせた主題
図を作れるという点において、地図の UGCを作成するツールであると言える。Google 

Mapsの枠組みである全世界の詳細な地図と位置情報サービスを利用し、その上にポイ
ントやライン、ポリゴンを用いて必要な情報を挿入した個人がカスタマイズした自分用

の地図を作成でき、完成した地図は他のユーザと共有可能で、場所や経路の指定、旅程

の作成などに便利である。 
	 東京大学 空間情報科学研究センター 有川研究室 特任研究員である Lu Min氏によ
って開発された「漫歩（Manpo）」もまた、地図の UGCを作成するツールである[1-6]。

特に、イラストマップなどのようなユーザにとって分かりやすく魅力的な表現を実現す

るために、誇張・単純表現が施された、歪みを伴うアナログ地図を簡単にジオコード化

（Geocoding; 経緯度対応）できる点に特徴がある。さらに、ジオコード化されたアナ

ログ地図を容易な手続きで、位置情報サービス付きのスマートフォン向けアプリケーシ

ョンにできる点も特徴である。ジオコード化手続きは、手描きの地図や観光マップなど

の任意のアナログ地図に、ユーザがいくつかの位置参照点を挿入するだけで可能となり、

現在地情報やユーザ移動軌跡をアナログ地図上に正確にマッピングできる。既存のアナ

ログ地図を利用し、簡単な手続きだけで位置情報サービスとして利用できるという点は、

Google MapsのMy Mapsとは根本的に基本概念が異なる。 

	 本研究では、ある地方観光振興事業者が「漫歩（Manpo）」開発環境を利用し、既存
の観光マップから位置情報サービス付きアプリケーションを開発し、そのアプリケーシ

ョンの利用環境がユーザである外国人旅行者と、情報提供者である地方観光振興事業者

自身の両方にとって総合的に有効である枠組みを提案し、実現し、評価を行う。 

 
 
1.4. 本論文の章構成  
	 次章、第２章では、東京都内６区の観光協会に対して行ったヒアリングの結果から、

地方自治体の観光事業の現状と課題をまとめる。第３章では、ビッグデータの収集方法

に関して現状と課題を議論する。第４章では、第２章および第３章の内容を踏まえて、

実用性が期待される新しいモバイル ITサービスの提案を行い、その設計と開発につい
て論じる。第５章では、第４章で提案したモバイル ITサービスの有用性を検証するた
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めに行った実証実験の内容を説明し、その分析結果を論じる。 後に、第６章では、実

証実験の結果から得られた知見や今後の展望などについて議論し、まとめとする。 

 
第１章の参考文献・参考情報  
[1-1]  日経:Visual Data「外国人観光客、どこへ行く？何を買う？」（2016 年 1 月 12

日公開）（http://vdata.nikkei.com/prj2/ft-sightseeing/） 

[1-2]  2020年に向けた社会全体の ICT化アクションプラン（第一版）概要	 総務省（平
成 27年 7月 28日） 

[1-3]  国土交通省観光庁	 観光ビッグデータを活用した観光振興／ＧＰＳを利用した

観光行動の調査分析 [2016年 1月 20日に確認]
（http://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/kankochi/gps.html） 

[1-4]  Consumer Generated Media（コンシューマー・ジェネレイテッド・メディア）

に関する説明 [2016年 1月 20日に確認]
（https://ja.wikipedia.org/wiki/Consumer_Generated_Media） 

[1-5]  Google Mapsが提供するMy Maps [2016年 1月 20日に確認]

（https://www.google.co.jp/maps/d/u/0/?hl=ja&app=mp） 
[1-6]  陸忞（Lu, Min）：モバイル環境における人間中心マッピング，東京大学 新領域

創成科学研究科 社会文化環境学 博士論文（2014年） 
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第２章  

地方自治体の観光事業の現状と課題  
 

	 本章では、はじめに東京都内 6 区の観光協会に対して行ったヒアリング調査の結果

と考察について言及し、外国人旅行者の受入体制と観光マップに関する現状と課題を整

理する。次に、共同研究を行う文京区観光協会の現状および課題を説明し、課題解決に

向けた議論を行う。 

 
 
2.1 東京都内 6 区の観光協会に対するヒアリング調査  

2.1.1 ヒアリング調査の目的と内容  

	 訪日外国人旅行者の増加に伴い、国内の受入体制の整備が不可欠となっている。国家

単位においては観光庁[2-1]、日本政府観光局（JNTO）[2-2]が主体となって対応を行っ

ているが、それぞれの地域においては地方公共団体がその役割を担う。東京都全体では

公益財団法人である「東京観光財団」が外国人旅行者誘致、観光情報発信などを行って

おり、東京の公式観光サイトである「GO TOKYO」を運営している[2-3]。	 	  

	 東京観光財団と連携しつつ、独自に都内の各地域の観光振興を行うのが区ごとの観光

協会である。観光協会は地域の観光振興を目的として設置されている団体であり、都内

においては行政区ごとに存在している。事業内容は観光マップやパンフレットの作成と

配布、ホームページによる情報発信、ガイドツアーの企画と運営などであり、地域の観

光資源とそこを訪れる旅行者とを結ぶ役割を果たしている。したがって、観光協会は旅

行者と も近い観光事業者とも言え、外国人旅行者の受入体制整備においても重要な立

ち位置にいると考えられる。 
	 観光協会が発行している観光マップやパンフレットは、ユーザにその地域の魅力を伝

え、効率的な観光を支援する目的のために作成されているものであるため、各観光協会

は掲載する内容からその表現方法にまで工夫を凝らし、作成に多くのコストと時間を割

いている。ユーザにとっては、一般的なガイドブックなどでは入手しがたい、ローカル

な 新情報を得られる手段として非常に有益なものとなっており、特に外国人旅行者に

とっては、より一層貴重な観光情報になりうると考えられる（図 2.1）。 
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図 2.1 東京都内各区の観光マップ 

 
	 観光協会の主要な情報発信ツールである観光マップに着目し、外国人旅行者の受入体

制との関係および現状と課題を把握すべく、都内６区の観光協会に対するヒアリング調

査を行った。次に調査の概要を示す。 
対象：観光協会（中央区、文京区、千代田区、渋谷区、新宿区、港区） 

期間：2015年 6月 10日〜29日 
方法：観光協会の事務所にて、1〜2 時間のインタビュー形式で質問への回答を記録す
る。（新宿観光振興協会のみメールでの回答） 

質問内容：下記参照 
・観光協会の基本的な概要について教えてください。 
・発行している観光マップの種類と言語について教えてください。 

・観光協会として特徴的な事業などは行っていますか。 
・他の区と比べて、観光資源はどのような特徴を持っていると考えていますか。 
・観光協会で発行している観光マップ（観光パンフレット）の現状と課題について教え

てください。 
・東京オリンピック・パラリンピックやその後を見据えた外国人旅行者への対応の現状

と課題を教えてください。 

・現在、観光事業に ICT（Information Communication Technology；情報通信技術）
を利用していますか。 
・事業の改善のために、今後知りたいこと、取り組んでいきたい課題は何ですか。 
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2.1.2. ヒアリング調査の結果と考察  
	 ヒアリング調査の質問と回答をもとに作成した表を次頁と付録に示す（表 1・付録 1）。
次次頁以降では、表から読み取れる内容に関して考察を行う。表の中の項目などを簡潔

に参照するために、次節からの説明では、次の省略記述を用いる。丸括弧（）の内は、

表１における引用元の場所を示し、特定のセルは（列の名前—行の番号）の形で表現す

る。 
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・観光資源によって生じる情報発信方法の違い  
	 表全体から読み取れることは、組織体系（行１）、観光案内所の有無（行 2）、観光マ
ップおよびパンフレットの種類（行 3）、事業内容（行 4）、ICT の活用（行 8）が、区

ごとに大きく異なっている点である。さらに、観光協会同士が相互に意見交換をする場

や機会がないことから、自分の区以外がどのように事業を行っているのか把握していな

いと言う（MT-6）。区ごとにこのような違いが生じるのは、その区が持つ観光資源に起

因していると推測できる。観光資源に関する各区の回答（行 5）より、中央区において
は歴史ある建物や史跡など、ストーリー性のある観光資源が多いため、建物そのものや

その歴史といった静的な情報が重要となり、反対に渋谷区は流行の発信地として知られ

ているため、ショッピングや文化を体験しに来た若年層の観光客が望んでいる情報は、

イベント性のある動的な情報となることがわかる。そのため、中央区ではストーリーテ

ラー（Storyteller；語り部）としてのまちあるきボランティアガイドの育成に力を入れ

る（CH-4）が、SNS（Social Networking Services）などで 新情報を流すというこ

とはなく、また渋谷区ではまちあるきなどを行わないが、ブランド店のタイムセールの

情報を Twitterで流す（SB-8）、というような対応の違いが生まれてくる。また、港区

および新宿区のように、区内に観光スポットとなりうる大規模な民間企業が存在し、企

業主導での区の観光振興を行っているため、観光協会は補佐役、または情報のキュレー

ション（curation;取りまとめと公開）および発信役に徹するという場合もある（MT-4, 

SN-4）。 

 
・２つの大きな課題  

	 観光協会によって抱える課題は様々であるが、全体的に大きく２つに分類することが

できる。ひとつめは、知名度の問題である。外国人にとって知名度の高いエリアを持つ

区とそうではない区があるが、後者の区はそもそもの知名度を上げ、外国人旅行者に観

光資源を認知してもらうことが大きな課題のひとつとなっている。そのために、「◯◯

区と言えば△△」といった区のカラーやコンセプトの設定に取り組んでいきたいという

希望が見られる（MT-8, BN-8）。反対に、すでに知名度の高い観光資源を持つ区におい

ては、次の段階として、大きく目立つ観光資源以外の場所にも着目してもらいたい、と

いう課題がある。たとえば、新宿区は百貨店が集中し、ショッピングのまちとして多く

の外国人旅行者を集めているが、観光協会としては神楽坂などの歴史的町並みのことも

知ってもらいたいという思いがある（SN-8）。渋谷区でも同様に、区内の回遊性を上げ
たい（SB-8）という意見が見られる。現在、外国人旅行者は、都内の観光地をいくつ
かの点としてとらえ、点と点を移動して観光しているのではないかと考えられる。すで
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に知名度のある観光地は点から面的な観光を目指し、そうではない観光地は、まず点と

して認知されることを目指している。 
	 ふたつめの大きな課題は、外国人旅行者にとって何が有益な情報となるのか、またど

のような観光資源がどのような人に人気があるのか、という外国人旅行者のニーズを把

握できていないという課題である。これはほとんどすべての区に共通した課題であり、

唯一渋谷区だけが具体的な対策を投じることができている（SB-7）。渋谷区の策に関し

ては後述する。この課題の原因として、外国人旅行者が区内でどのように観光を行って

いるかに関する情報を入手するしくみがないことが挙げられる。東京都や民間企業が行

っている、訪日外国人旅行者動向を調査したビッグデータの分析結果などは存在するが、

調査範囲のミスマッチやコストの問題で活用できていない。すなわち、観光資源や、発

信されている観光情報に対する外国人旅行者のフィードバックがほとんどないのが現

状だと言える。 

	 このフィードバックがない状況は、観光マップの多言語化にも影響を与える。現在、

ほとんどの区において、外国語版の観光マップの内容は日本語版の観光マップの内容を

翻訳しただけのものになっているが、同時にそれで本当に外国人旅行者が快適に観光を

行っているのか、ニーズを満たしているのか、という疑問を持っている（BN-6）。翻訳
する言語によって内容を変化させることにはコストがかかるが（SN-7）、本来はそこま
でやりたいというのが観光協会の希望である。また、掲載する内容もさることながら、

外国人にとって日本の地図は読みにくいという問題もあるため[2-4]、日本人に向けた観
光マップのまま翻訳のみで対応するというのは、 適とは言えない可能性が大いにある。 
	 以上の２つの課題は関係性があると考えられる。外国人旅行者のニーズを把握するこ

とで、各国に対して効果的な観光 PRが可能になり、知名度の上昇につながる。知名度
が上がることで集客力が大きくなり、来訪者が増加することでさらにフィードバックの

データが収集できるため、ニーズがより鮮明になるという好循環が期待できる。さらに

そのサイクルの中で、ニーズに沿った観光マップの改善も望むことができる（図 2.2）。 
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図 2.2 外国人旅行者のニーズの把握と観光資源の知名度との関係 

 
 
 
・渋谷区の例に見る、外国人旅行者のニーズの把握と活用の方法  
	 渋谷区では、区内に２箇所ある観光案内所（SB-2）に外国語対応可能なスタッフを
配置し、問い合わせ目的で来る旅行者や、観光マップをもらいに訪れる外国人旅行者に

は必ず話しかけ、個人属性や問い合わせ内容のメモをデータとして蓄積する取り組みを

行っている（SB-7）。観光マップを更新する際、このデータを活用し、さらに観光案内
所のスタッフを検討会議に参加させることによって、より外国人旅行者のニーズに寄り

添った形の観光マップ作りを目指している（SB-6）。渋谷区観光協会の観光マップは、
日本語版と英語版では内容に多少の違いがあり、英語版には「Suica」等の切符の買い
方を載せたり、帰国後に読み物としても楽しんでもらおうとの配慮からまちの歴史に関

する説明などを取り入れている。このような取り組みが可能なのは人員に余裕があるた

めであり、他区では人、予算ともに資源の少ない観光協会が多く、同様のことをやろう

にも、容易でないことがうかがえる。 

 
・ICT 利用に関して  
	 ICT 利用に関する各区の回答（行 8）より、SNS を活用した情報発信や Wi-Fi 整備

に関して、区によって現状に差はあるが、どの区においてもその有効性に対する意識は

同等にあり、今後必ず必要になってくるはずであるという意見が聞かれた。同時に、す

べての旅行者が ICT に対してポジティブな反応を示すわけではなく、技術が先走って
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もいけない（SB-8）という声もある。 
	 観光マップのデジタル化に関しては、紙の地図とスマートフォンが補完しあっている

（SB-8）、インターネットと紙地図の連携（クロスメディア）は必要だと感じている

（MT-8）、といった意見より、現在は紙媒体の観光マップとデジタル地図サービスの両
方が求められている過渡期であることが読み取れる。しかし、紙媒体での情報発信に関

しては、印刷代および在庫管理によって生じるコストの問題（CH-6, MT-6）や、内容

の更新および多言語化にかかるコストの大きさと期間の長さという問題（SN-7）から、
いずれは全面的にデジタルなものへ移行していくのではないかと考えられる。 

 

 
 
	 以上から、観光協会全体の現状と課題は以下にまとめられる。 

  
(1) 観光協会の活動内容および情報発信方法にはばらつきが見られるが、それぞれの区

が持つ観光資源に適した方法で活動を行っている結果だと考えられる。 

 
(2) 紙で発行されている観光マップに関する課題として、内容の更新・多言語化・言語

によって内容に変化をもたせるにはコストがかかり過ぎる点が挙げられる。また、

観光マップの印刷代および在庫管理におけるコストも大きい。 

 
(3) 観光資源の知名度の問題と外国人旅行者のニーズの把握という、相互に関係する２

つの大きな課題がある。 

 
(4) 観光情報の ICT化は今後ますます進行すると考えられる。 
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2.2 文京区観光協会との共同研究の計画  
 本章第１節より、ヒアリング調査を通して東京都内６区の観光協会の現状と課題を把
握することができた。ヒアリング調査の結果から文京区観光協会と共同研究を行うこと

を決定し、課題およびその解決策について議論を重ねた。本節では、文京区観光協会の

現状と課題および文京区アカデミー推進部の観光事業目標をもとにした解決策を提案

し、各関係者の利点に関して論じる。 

 
2.2.1. 文京区観光協会の現状と課題および文京区の観光事業目標  
	 文京区観光協会は、区内の文京シビックセンター１階に、観光インフォメーション（観

光案内所）を兼ねた事務局を構えている。事務局に常駐している局員は５名程度であり、

同じく文京シビックセンターのアカデミー推進部における観光担当と連携し、観光振興

事業を行っている。 

 
	 文京区観光協会の現状と課題については前述のヒアリング調査結果から、文京区役所

アカデミー推進部の観光事業に関しては「文京区アカデミー推進計画」（以下「アカデ

ミー推進計画」）［2-4］の、観光事業に関する記述をもとにまとめる。「アカデミー推進
計画」は、平成２３年３月に策定された計画であり、「区内まるごとキャンパスに	 —

「文の京（ふみのみやこ）」、豊かな学びと交流を楽しむまち—」という基本理念をもと

に、「区民や来訪者などが、学びや出会い、交流などの観点から区内で豊かな時間を過

ごし、潤いのある生活を送ることができるようにすること」を目的としている。 

 
・観光資源の活用  
	 文京区内には、かつて暮らしていた文人ゆかりの史跡、特別名勝である庭園、根津神

社などの寺社という、歴史的・文化的な施設などが数多く存在するため、区の観光資源

は「歴史」「文化」「学び」というキーワードを用いて表現されることが多い。 
	 これらの観光資源およびキーワードが十分に周知され、「文京区と言えば◯◯」とい

うイメージが国内外の旅行者に定着することで、効果的な PR が行えると考えられる。

観光資源の魅力を活かすために、アカデミー推進部では、区内の歴史について詳しく聞

きながら周遊できるガイドツアー用の観光マップを作成している。さらに観光協会では、

観光マップ「おさんぽくん」上で４種類のテーマ別（文学浪漫、やすらぎ浪漫、芸術浪

漫、お江戸浪漫）のまちあるきコースを提案している。このような理由から、文京区は

その観光資源の特徴を活かし、旅行者が区内において、まちあるきを楽しむことを期待

していると考えられる。 
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・ICT 技術の活用  
	 「アカデミー推進計画」には、区内の観光情報発信に関して、「まちあるきをしなが

ら情報を得たり発信したりできる携帯端末など、新たな情報通信技術活用の重要性が高

まっている」という記載があり、文京区観光協会でも、その利便性や有効性から、ICT
技術の活用をとおした観光情報発信の必要性を感じているという。 

 
・外国語対応と外国人旅行者のニーズ把握  
	 文京区観光協会では、観光マップ「おさんぽくん」の各外国語版に関して、日本語版

の内容を翻訳したもので外国人旅行者のニーズは満たされているのか、という疑問を持

っている。外国人旅行者の目線で文京区を見た時にどのような観光資源が魅力的に映る

かを知り、区のコンセプトを設定することで、海外に効果的な PR活動を行うことを考
えている。 

 
2.2.2. モバイル IT サービスの提案と共同研究への合意  
	 文京区の現状と課題から、外国人旅行者の区に対するフィードバックを、効率的に低

コストで収集する仕組みをつくることが解決策になるのではないかと考えられた。そこ

で、東京大学 空間情報科学研究センター 有川研究室 特任研究員 Lu Min氏によるま
ちあるき用スマートフォン向けアプリケーション「漫歩（Manpo）」の技術を用いて、

文京区の紙媒体の観光マップを低コストで位置情報サービス付き観光マップ・アプリケ

ーション化し、その上に外国人旅行者のフィードバックを集めるための機能を付加する

ことを考えた。 

	 ここでフィードバックとは、外国人旅行者が区内においてどのように観光を行ったか、

区や観光資源に対してどのような印象を持ったか、という情報を意味する。したがって、

外国人旅行者の移動軌跡や、撮った写真、感想やコメントがフィードバックになり得る。 

	 外国人旅行者にとっては、観光の記録を写真やコメント、移動軌跡で残せる機能を携

えた位置情報サービス付き観光マップ・アプリケーションとして、また観光協会にとっ

ては、観光マップを簡易的にアプリケーション化することができ、さらにそのアプリケ

ーションによって外国人旅行者のフィードバックを収集できるツールとして、双方にと

って利点のあるサービスだと考えられる。 
	 文京区の観光マップ・アプリケーションのユーザである外国人旅行者が送信したフィ

ードバックをデータベース化し、観光協会がビッグデータとして利活用することで、外

国人旅行者のニーズの把握や観光マップそのものの改善につなげる。この一連の流れを

モバイル ITサービスとして提案することとした。 
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	 第１回目のヒアリング調査から３ヶ月後の 2015年 9月に、文京区観光協会に対して
モバイル ITサービスの提案のためのプレゼンテーションを行った。文京シビックセン

ターにおいて、文京区観光協会および区役所アカデミー推進部観光担当の方々に出席い

ただき、はじめに有川正俊教授によって本研究の概要や目的と、提案するモバイル IT
サービスの全体像についての説明を行い、次に筆者から開発するアプリケーションに関

する詳細を説明した。プレゼンテーションでは「漫歩」を用いて「おさんぽくん」をア

プリケーション化し、移動軌跡のログや POI を作成したものをデモンストレーション
してみせることで、アプリケーションのイメージをよりわかりやすく伝えた。 

	 提案したサービスの内容と、サービスの検討のために実証実験を行うことに対して合

意に達したため、共同研究を開始するはこびとなった。 

 
2.2.3. 共同研究の内容と各関係者の利点  
	 以上をふまえて、文京区観光協会との共同研究の内容および、ユーザである外国人旅

行者、情報提供者側である文京区観光協会、そして学術研究組織である東京大学空間情

報科学研究センターの、それぞれの共同研究による利点に関してまとめる。 

 
⑴文京区観光マップ「おさんぽくん」英語版のモバイルアプリケーション「文の

京	 漫歩（Bunkyo Manpo）」  
	 文京区観光協会が既に保有しているリソースである観光マップ「おさんぽくん」と、

「漫歩」のシステムを利用することによって、GPS 機能付きモバイル観光マップ・ア

プリケーションの作成を低コストで実現可能にする。これは観光情報の ICT 化および
紙媒体の観光マップの改善にまつわるコストという２つの問題を解決する策となるこ

とが期待される。同時に、「漫歩」にとってユーザとなる文京区観光協会の反応や利用

の方法を知見として得ることで、「漫歩」のツールそのものとしての評価も可能にする。

観光マップに GPS機能を追加することで外国人旅行者にとってはまちあるき観光をよ
り快適に行うことを可能にするアプリケーションとして有用である。 

 
⑵開発するアプリケーションによる外国人旅行者のフィードバック収集  
	 外国人旅行者にとっては、自身の観光の記録や思い出を残すために利用できる機能と

みなすことができる。観光協会の視点からは、個人コンテンツの内容から、文京区を訪

れた外国人旅行者の行動について把握し、分析を行い、観光マップの改善や観光情報の

発信方法の改善につなげることが期待できる。また、このフィードバック収集システム
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をとおして、外国人旅行者に関するパーソナルデータを、観光協会および学術研究組織

が独自にビッグデータとして作成することが可能であるか検証を行える点において、学

術的な利点があると考える。 

 
 
第２章の参考情報  

[2-1]  観光庁 HP 訪日外国人旅行者の受入環境整備 [2016年 1月 20日に確認] 
（http://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/kokusai/ukeire.html） 

[2-2]  日本政府観光局 HP 外国人旅行者受入体制の整備 [2016年 1月 20日に確認]

（http://www.jnto.go.jp/jpn/services/hospitality_for_foreigners/） 
[2-3]  東京の観光公式サイト「GO TOKYO」[2016年 1月 20日に確認]

（http://www.gotokyo.org/） 

[2-4]  文京区アカデミー推進計画	 区内まるごとキャンパスに	 −「文の京（ふみのみ
やこ）」、豊かな学びと交流を楽しむまち−	 文京区（平成 23年 3月）
（http://www.city.bunkyo.lg.jp/bunka/shogai/koso/academysuisinkeikaku.html） 
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第３章	  

ビッグデータの収集方法  
 

	 近年、観光事業においてビッグデータを利活用して課題を解決する事例が増加してい

る。本章では現在行われているビッグデータの収集方法と、その利活用に関する問題点

を指摘し、それを踏まえて本研究で提案する「データ寄付」の枠組みについて説明する。 

 
3.1 現在行われているビッグデータの収集の仕方および利活用の仕方の問題点  
3.1.1. ビッグデータの収集方法とプライバシーに関する問題点  
	 観光庁では平成 26年に、乗換案内検索の(株)NAVITIMEジャパンと共同で、無償の

乗換検索アプリケーションを外国人旅行者に提供し、それと引き換えにユーザの検索履

歴をデータとして入手し、外国人旅行者が日本国内でどのように移動しているかを明ら

かにする調査などを行っている[3-1]。ここで収集したビッグデータの分析は、外国人旅

行者の行動の傾向を掴み、魅力ある観光地化のための戦略を立てることを目的としてい

る。すなわち、行動特性を把握することで、情報提供者側はより効果的な観光 PRを行
うことができ、ユーザ側は必要な観光情報をより的確に入手できる可能性が開けるとい

うことである。 
	 ビッグデータの中でも、このように位置情報やライフログなどの個人識別性のない情

報が含まれた「個人に関する情報」をパーソナルデータと呼び[3-2]、IoT（Internet of 

Things）が今後ますます普及していく中で、パーソナルデータの収集および利活用は
より活発になっていくと考えらえる。パーソナルデータの利活用により、生活の様々な

面においてユーザ側が利益を得ることができる反面、プライバシーに関する課題も浮上

する。現在主流となっているビッグデータの収集方法は、データを機械的に吸い取ると

いう形であり、ユーザは自身のデータを提供していることに対して無自覚である場合が

多い。ユーザがサービスを利用する際、検索機能のあるものであれば、検索した瞬間に、

また SNSのような投稿を主な機能としたサービスであれば、投稿を行った瞬間に、そ
のデータはビッグデータの一部として取り込まれるからだと考えられる。しかし、ユー

ザは無自覚でありながら、自身のパーソナルデータの利活用の行方の不透明性など、プ

ライバシーに関する不安も同時に抱えている[3-3]。 
	 このような課題を解決するため、個人が自身のパーソナルデータを蓄積、管理する仕

組みを作り、個人の意思を反映したパーソナルデータの流通、利活用を可能にすること
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の検討や[3-3]、パーソナルデータの十分な匿名性および利活用に関する定義の検討が見
られる[3-4]。 

 
3.1.2. ビッグデータの利活用に関する問題点  
	 観光庁では「観光ビッグデータを活用した観光振興／ＧＰＳを利用した観光行動の調

査分析」として、ICTを利用した訪日外国人の動態調査を平成 25年度より行っている

[3-5]。また、東京都では「国別外国人旅行者行動特性調査」を毎年行っており、およそ
１万５千人のサンプルについて集計している[3-6]。さらに日本政府観光局（JNTO）に
おいても外国人旅行者の行動に関する大規模なデータ収集および解析を行っており、こ

れらの調査結果は公開であるため誰でも利用することができる。 
	 第２章において議論・指摘したように、東京都内の観光協会においては、これらのビ

ッグデータを観光事業の改善にうまく活かせていない。原因として、調査範囲が広大過

ぎて必要な範囲の詳細なデータを収集できていない、または技術面からデータの加工が

利活用できる水準に到達していないという点が、観光協会へのヒアリング結果からわか

っている。また、サンプルの属性情報の詳細な分類を行わずに、「訪日外国人」として

ひとくくりに調査してしまっている、などの問題もある。すなわち、現在、調査結果と

して存在しているデータと、観光協会の必要なデータとのギャップが大きいことに問題

があると考えられる。 

	 KDDI（株）が（株）コロプラと共同で手がける「観光動態調査レポート」は、携帯
電話の位置情報を活用することにより、これまでのアンケート調査では把握が困難であ

った限定した範囲での外国人旅行者の行動・動態を把握し、地方公共団体や観光協会等

の観光施策立案や地域振興へ活用するものである[3-7]。このように、民間企業が観光協
会等に向けたビッグデータの作成を行っている例もあるが、多くの場合ではコストの関

係でこのようなサービスを利用できていない。 

	 以上の調査結果と議論から、観光協会がビッグデータおよびパーソナルデータを観光

事業に活用するためには、観光協会が主体となり、必要な情報を的確に、かつ低コスト

で持続的に収集する仕組みが必要となってくる。また、ユーザ側が自身のパーソナルデ

ータが観光事業に活用されるビッグデータの一部となることに対して、自覚を持つこと

ができる仕組みにすべきことも求められる。 
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3.2 本研究で提案する、個人の意思による「データ寄付」の枠組み  
	 前節で言及した課題を踏まえ、本研究で提案する「データ寄付」の枠組みについて説

明する。 

	 「データ寄付」は、IT サービスのユーザがパーソナルデータである自身のログデー
タや個人コンテンツを、ビッグデータの一部として利用させる目的で自覚的に情報提供

者側に送信する仕組みを指す。つまり、ユーザのパーソナルデータがビックデータとし

て利用されるかどうかは、ユーザ側に主導権があり、ユーザからの明示的なデータ寄付

行為により実現される（オプトイン(opt-in)型ビックデータ）。一方、現在のほとんどの
ビックデータは、ネットワーク上の ITサービスをユーザが利用した処理記録を蓄積し

たものがほとんどであり、自動的に蓄積されるものであり、主導権は ITサービス提供
者側にある。もしあるユーザのデータをビックデータとして使わせないようにするため

には、その IT サービス自体を使わないか、あるいは、ユーザから IT サービス提供者

にビックデータとして使わせないと、明示的に宣言しなければならない（オプトアウト

(opt-out)型ビックデータ）。 
	 ここで「寄付」という言葉を使用する意図は、今日、パーソナルデータが情報として

大きな価値を持つことや、ユーザがデータを提供することによって、その後のサービス

の改善につながるという点で、社会貢献の意味をも含んでいるためである。 

	  
	 本研究で提案するモバイル観光マップ・アプリケーションにおいて、まずユーザは提

供されている文京区の観光マップ上で GPSによる現在地や移動軌跡を確認しながら観
光を行い、自身の観光の記録としての写真やコメント（=個人コンテンツ）を地図上の

任意の箇所に残す。この時点で移動軌跡および作成した個人コンテンツは自身のスマー

トフォンおよびアプリケーション内にのみ保存される。観光が終了した時、ユーザのア

プリケーション画面上には、文京区の観光マップ上に自身の移動軌跡と作成した個人コ

ンテンツがレイヤとして重なった、パーソナル・マップが完成されていることになる。 
	 ユーザは移動軌跡と個人コンテンツを、文京区観光協会が今後の観光マップおよび観

光情報の改善、そしてアプリケーションそのものの改善を行う目的で、ビッグデータの

一部として利用することを許可するかどうかを決定する。 
	 ビッグデータの一部としての利用に同意した場合、個人属性の情報と共に移動軌跡と

個人コンテンツをサーバへ送信することになる。データ利用への同意からデータ送信ま

での流れをデータ寄付と呼ぶ。 

 
	 前節で述べたような即時性のあるデータ送信の仕組みではないため、ユーザはパーソ
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ナルデータ送信の決定を考えた後に行うことが可能となる。また、送信後に取り消すこ

とも可能な枠組みを一般に実現する。あくまでも、主導権は、データ寄付をするユーザ

側に常にあるべきと考える。 

 
第３章の参考情報  
[3-1]  観光庁	 ＩＣＴを活用した訪日外国人観光動態調査検討委員会（第１回）【資料

5-2】アプリを活用した分析（平成２７年４月） 

[3-2]  総務省	 パーソナルデータの利用・流通に関する研究会報告書（平成２５年６月） 

[3-3]  産業競争力懇談会	 COCN【産業競争力懇談会	 2015年度	 プロジェクト	 中間

報告 IoT時代におけるプライバシーとイノベーションの両立】（2015年	 11月 12

日） 

[3-4]  内閣委員会調査室	 パーソナルデータの利活用と個人情報保護法改正	  

[3-5]  観光庁 HP	 観光ビッグデータを活用した観光振興／ＧＰＳを利用した観光行動

の調査分析 [2016年 1月 20日に確認]

（http://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/kankochi/gps.html） 

[3-6]  東京都	 平成 26年度 国別外国人旅行者行動特性調査報告書（平成 27年 3月） 

[3-7]  総務省	 平成２６年度版	 情報通信白書	 第 1部 ICTがもたらす世界規模でのパ

ラダイムシフト	 第 3節	 パーソナルデータの利用流通の円滑化 
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第４章  

提案するモバイル IT サービスの設計・開発  
 
4.1 全体の枠組みの概念設計および利用する基盤ソフトウェアの紹介  

4.1.1. 基本構成の概念図  
	 本研究で提案するモバイル ITサービスの構成を次の図に表す（図 4.1）。 

 
 

図 4.1 提案・実装した個人コンテンツ寄付機能付きモバイルマップサービスの構成図 
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	 図 4.1中において、中央の枠で囲われた部分がスマートフォン向けアプリケーション
「文の京	 漫歩（Bunkyo Manpo）」[4-1]の内容であり、その上部をユーザ側、下部を
サーバ側とした概念図である。青色で表現したものが利用した基盤ソフトウェア

「ManpoKit」と「Parse」[4-2]であり、赤色で表現したものが本研究において設計お
よび開発した部分である。図中”Personal Content”は、マップ上の座標を含んだ写真や
コメントなどの個人コンテンツを指し、”Official Content”は情報提供者である文京区

観光協会が作成した、マップ上の座標を含む写真やコメントのコンテンツを指す。 
	 本研究では外国人旅行者に向けた文京区観光のためのモバイルアプリケーション「文

の京	 漫歩（Bunkyo Manpo）」を開発し、アプリケーションを通して外国人旅行者の

行動特性およびフィードバックを収集するシステムを提案する。システムの実現にあた

り、アプリケーション開発では、アナログ地図をもとに容易にモバイルマッピングアプ

リケーションを開発できるソフトウェアライブラリ「ManpoKit」、サーバ側機能の実

装では、モバイルアプリケーション用・サーバーサービス・ツールキット「Parse」、
の２つの基盤ソフトウェアを利用している。本研究におけるソフトウェアプログラム実

装の範囲としては、ユーザがマップ上の座標を含んだコメントや写真などの個人コンテ

ンツを生成する個人コンテンツ生成機能（Content Creation Function; CCF）および
ユーザがデータをデータベースに送るためのデータ寄付機能（Data Donation 
Function; DDF）が挙げられる。アプリケーションの詳細は本章第２節において説明す

る。 

 
4.1.2. ソフトウェア開発環境  

	 本研究で独自開発するモバイルアプリケーション「文の京	 漫歩（Bunkyo Manpo）」
（以下、本アプリケーション）および「ManpoKit」の開発環境は、株式会社 Appleが
提供するソフトウェア Xcode[4-3]であり、開発言語はObjective-Cである。Xcodeは iOS

用の統合開発環境であり、グラフィカルユーザインタフェースの作成を、「テキストビ

ュー」「ボタン」などあらかじめ用意された部品を配置するだけで可能にする Interface 
Builderを内包している上に、iOS向けアプリケーション開発に必要な標準フレームワ

ークを多数備えている。Xcodeの操作画面を図 4.2に示す。 
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図 4.2(a) Xcodeによるコーディング画面 

 

 
図 4.2(b) Xcodeによるグラフィカルユーザインタフェース作成画面 

 
 
4.1.3. まちあるき用スマートフォン向けアプリケーション・ツールキット

「ManpoKit」  
	 本アプリケーションの開発には、東京大学空間情報科学研究センター有川研究室の特

任研究員である Lu Min氏による、まちあるき用スマートフォン向けアプリケーション
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「漫歩（Manpo）」の機能を汎用的に実装可能にする開発用ツールキット「ManpoKit」
を用いている。「漫歩（Manpo）」は以下のような特徴と利点を持つ。 
・アナログマップ画像の簡単なモバイルアプリケーション化と GPS による現在

地および移動軌跡の表示と再生  
画像データとして取り込んだアナログマップ上にいくつかのコントロール・ポイン

ト（位置参照点）を作成し、Apple Mapsとの重ね合わせを行う作業により、簡単

にモバイルアプリケーション内で参照できる観光マップを作成することが可能で

ある（図 4.3）。また、アプリケーションの使用中にマップ上に GPS による現在地
および移動軌跡を表示し、さらにユーザの移動軌跡の再生機能を持つ。ユーザの目

的に合わせたストーリー性を表現したイラストマップと多目的のウェブマッピン

グサービスのそれぞれの長所を活かすことができるモバイル利用環境を実現して

いる。 

・写真、テキスト、音声を含む POI（Points of Interest）およびルートの作成  
マップ上の任意の場所に写真、音声、テキストを含む POI と呼ばれる点オブジェ
クトを作成できる。さらに線情報であるルートの作成も可能であり、これらを用い

てオリジナルの情報を盛り込んだ観光マップを作成することができる（図 4.4）。 

 

	 	 	 	 	 	 	  

図 4.3 「漫歩（Manpo）」によって取り込んだ文京区観光マップにコントロールポイン

トを作成する過程（左） 
図 4.4 「ManpoKit」を用いて開発されたモバイル・スタンプラリー・アプリケーショ

ン「東大柏ラリー」[4-4]（右） 
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4.1.4. モバイルアプリケーション用・サーバーサービス・ツールキット  「Parse」 
	 本アプリケーションのサーバ側の機能の実現において、MBaaS である「Parse」を
使用している。ここでMBaaSとはMobile Backend as a Serviceの略であり、次のよ

うに説明できる。 

 
·	 スマートフォン向けの Web アプリケーションが必要とするサーバ側の様々な機

能をインターネットを通じてサービスとして提供するクラウドサービスの一種

である。 
·	 提供される機能はサービスにより様々だが、利用者情報の登録・管理や認証、デ

ータの保管、プッシュ通知、課金・決済、ソーシャルメディアとの連携などが実

装されていることが多い。 
·	 アプリケーション開発者はこれらの機能の APIを呼び出すよう設定することで、

自らのアプリケーションの一部として取り込むことができる。 
（引用：IT用語辞典 e-Words） 

 
	 このようなサービスを利用することによる利点は、アプリケーション開発者がサーバ

側の機能を実装する必要がないため、低コストかつ短時間でアプリケーションの開発を

行うことができる点にある。現在、モバイルアプリケーション開発においてMBaaSを

利用した例は増加しつつあり、その中でも「Parse」は 2013 年に Facebook 社に買収
されたことでも注目を集めた世界 大級のMBaaSである。 
	 「Parse」では SDK（Software Development Kit）を Xcode内の自作のプロジェク

トの中に入れるだけでバックエンドの機能を利用することが可能になる。ブラウザで閲

覧可能なデータベースの枠組みがあらかじめ用意されており、テーブルとカラムを任意

に設定して使用することができる。本研究では、ユーザの個人コンテンツおよび個人属

性をアプリケーションによって収集したものを管理する目的と、文京区観光協会が情報

発信を行う際のデータ入力の場として利用する目的においてこの枠組みを使用する。 

 

 
4.2 詳細機能の基本設計と実装設計：提案モバイルアプリケーション「文の京	 
漫歩（Bunkyo Manpo）」の開発  

	 本研究で提案するモバイルアプリケーション「文の京	 漫歩（Bunkyo Manpo）」（以
下、本アプリケーション）の基本的な機能および使用の流れについて説明し、ユーザ側、

情報提供者側双方の利点と問題点について議論する。また、本アプリケーションとガイ
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ドブック、または既存の位置情報付きモバイル ITサービスとの比較も行う。 

 
4.2.1. 「ManpoKit」をベースとしたアプリケーション「文の京  漫歩（Bunkyo 

Manpo）」の基本機能  
	 	 本アプリケーションは外国人旅行者を主なターゲットとした文京区の観光用モバイ

ルアプリケーションであるため、文京区の英語版観光マップの表示がメインの機能と

なる。「ManpoKit」を利用することで、その観光マップ上に現在地および移動軌跡の
表示を行い、初めての土地でもスムーズな観光が行えるよう、ユーザを支援する。さ

らに、観光の記録を残すための個人コンテンツ作成機能（Content Creation Function; 

CCF）および移動軌跡再生機能を持つ。データ寄付機能（Data Donation Function; 
DDF）により、ユーザの移動軌跡および個人コンテンツと属性情報を、文京区観光協
会へフィードバックする仕組みをとり、観光マップおよび観光情報の発信方法の改善

につなげる。以下では各機能の詳細について言及する。 

 
・アプリケーション内蔵コンテンツと GPS による現在地および移動軌跡の表示  

	 本アプリケーションで利用できる観光情報のコンテンツは、現在紙媒体で発行されて

いる文京区関連の観光マップおよびパンフレットを元に構成されている[4-5]。表 4.1に
使用した資料をまとめる。 

 
表 4.1	 アプリケーション内蔵コンテンツ資料 

 
 

	 各々の観光マップおよびパンフレットにおける地図部分の画像を、本アプリケーショ

ン内でのマップとして利用する。「漫歩（Manpo）」を用いて Apple Maps と座標の重
ね合わせを行い、デジタルデータとなった状態で「ManpoKit」を通し、本アプリケー

ション内で閲覧および現在地表示や移動軌跡表示を可能にした。各マップは画面下方の

スイッチボタン（◁および▷）により切り替えることができる。各マップを表示した画面

を図 4.5に示す。左から「おさんぽくん」の文京区内観光マップ、小石川後楽園の庭園

マップ、六義園の庭園マップである。 
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図 4.5 本アプリケーション内で使用される３種類のマップ 

 
	 「おさんぽくん」のマップ上にある４色の①〜⑪の丸数字は、区内の代表的な観光ス

ポットを示し、数字の順に観光スポットを巡るおすすめコースが色別に 4種類紹介され

ている。紙媒体の「おさんぽくん」において、これらの丸数字は裏面の観光スポットの

説明文の番号とリンクしている（図 4.7・付録 2）。本アプリケーションでは、マップ上
で丸数字をタップすることで、観光スポットの説明画像へ画面遷移が実行される。図

4.6において、マップ上の「⑥」をタップすることで右の観光スポットの説明画面が現
れる。マップ上に計 36カ所あるこのポイントを POI（Points of Interest）と呼ぶ。 

    
図 4.6 マップ上の POIをタップした際の画面遷移 
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図 4.7(a) 「おさんぽくん」表面 
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図 4.7(b) 「おさんぽくん」裏面 
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・個人コンテンツ作成機能（CCF）のユーザインタフェースとデータフロー  
	 ユーザは、各マップ上の任意の場所に個人コンテンツを作成することができる。本ア

プリケーション内において個人コンテンツとは、マップ上の座標情報を持った写真やコ

メントを指し、ユーザが自身の観光の思い出として、マップ上に記録をすることを目的

とした機能である。個人コンテンツ作成の手順を以下にアプリケーションの画面と共に

示す（図 4.8）。 

 

   
図 4.8 個人コンテンツ作成機能の手順を示す。 

 
1. 図中、赤い丸で囲んだ個人コンテンツ作成ボタンをタップしてアイコンを出現
させる。（左） 

2. マップを動かし、個人コンテンツを挿入したい点に合わせ、アイコンをタップ

する。（中） 
3. 個人コンテンツ作成画面が表示される。カメラボタンによってスマートフォン
のカメラ機能を起動し、撮影した写真を反映させる。また、テキストボックス

にコメントを入力する。写真とコメント、もしくはどちらか一方の入力が完了

したら、図中で赤い丸で囲んだ保存ボタン（Save）をタップする。 

 
この時、アプリケーション内部には、個人コンテンツを挿入したマップのページ番号、

マップ画像上の（x, y）座標、作成したコメントの文字列、そして画像データ名の文字
列がセットになり保存される。このセットを「Bunkyo Comment」と呼び、一人のユ
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ーザが作成した複数の「Bunkyo Comment」は、「Comment List」としてプロパティ
リストの形式で保存され、画像データは別途保存される（図 4.9）。 

 

 

図 4.9 個人コンテンツ保存時のデータ保存モデル 

 
・個人コンテンツ表示／編集機能  

	 作成した個人コンテンツはマップ上にふきだしのアイコンとなって表示され、ふきだ

しの中には入力したコメントの冒頭の数文字が現れる。このふきだしアイコンをタップ

することで写真のサムネイルとコメントの表示（コンテンツビューア）に切り替わる。

コンテンツビューア左上のインフォメーションボタンをタップすることで、写真の全画

面表示とコメントの拡大表示画面に切り替わる。写真の全画面表示とコメントの拡大表

示画面において、右下にある編集ボタン（Edit）をタップすることで個人コンテンツの

内容を編集し、再度保存することができる。（図 4.10）。 

 
	 ふきだしアイコンをタップした際に、該当する「Bunkyo Comment」が「Comment 

List」から呼び出され、同時に該当する画像ファイルも呼び出すことで、コンテンツビ
ューアにおけるコメントと写真の表示を可能にしている。また、編集が行われる際、ア

プリケーション内部では「Comment List」の書き換えが行われている。 



 32 

   
図 4.10 左からふきだしアイコンでの表示、コンテンツビューア、全画面表示。 

 
・データ寄付機能とサーバ側のデータ蓄積  

	 ユーザは観光を終えた後に、情報提供者側へデータ寄付をするか否かを、自身の意思

で決定する。データ寄付に関しては第３章で述べた通りである。利用者はデータ寄付ボ

タンより”Agreement Terms”を確認し、個人データの取り扱いに関する規約に同意した

のち、アンケートに回答しデータのアップロードを行う（図 4.11）。 

	 	  
図 4.11 左から、データ寄付ボタンのタップ、”Agreement Terms”画面、アンケート画

面。 
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	 ここでユーザが寄付するデータとは以下の３種類を指す。 
⑴GPSによる移動軌跡のログデータ 

⑵作成した個人コンテンツ（マップ上の座標、画像データ、コメント） 
⑶個人属性に関するアンケートの回答 

 

⑶ 個人属性に関するアンケートの質問と選択肢については、表 4.2のとおりである。 
 

表 4.2 個人属性に関するアンケートの質問と選択肢 

質問 選択肢 

Gender Male, Female 

Age 
Under19, 20〜29, 30〜39, 40〜49, 50〜

59, 60〜69, Over70 

Mother Language 

English, Chinese, Korean, Thai, India, 

Malaysian, Russian, Taiwanese, Viet 

Nam, Spanish, French, Italian, German, 

Japanese, Other 

Residence 
Bunkyo-city, Other city in Tokyo, Other 

prefecture in Japan, Overseas 

Purpose of the trip 

Business, To meet friends, Enjoy 

Japanese Food, Nature sightseeing, 

Shopping, Japanese history/culture 

Number of group 1, 2, 3, 4, 5 and more 

How did you know about this app? 
Paper Map, Leaflet, Facebook Page, 

Bunkyo City site, From friends 

 
	 	 ⑴〜⑶のデータは各 iPhone固有の ID（UUID）を通して関連付けられているため、
サーバ側であるデータベースでは、属性を持った移動軌跡やコンテンツの記録を蓄積

することが可能となる。なお、この UUID による個人の特定は不可能であり、データ

の利用範囲に関しては”Agreement Terms”にて利用者に確認済みである。 
	 	 サーバ側のデータベースでは、⑴GPS による移動軌跡のログデータはプロパティリ
スト形式のファイルで保存され、⑵作成した個人コンテンツは「Comment List」のプ
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ロパティリストと、画像ファイルが別々に保存される。⑶個人属性に関するアンケー

トの回答は、データベース内に直接の値が蓄積される。第４章第１節にて説明した

「Parse」によるデータベースの、ブラウザ表示を⑴〜⑶のデータを例に図 4.12 に表

す。 

 

 
図 4.12(a) GPSによる移動軌跡のログデータ 

 

 
図 4.12(b) 作成した個人コンテンツの「Comment List」 
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図 4.12(c) 作成した個人コンテンツの画像ファイル 

 

 
図 4.12(d)個人属性に関するアンケートの回答 

 
図 4.12 「Parse」のブラウザ上で管理可能なデータベースを用いて、ユーザの送信し

たデータを蓄積していく。 
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・移動軌跡再生機能  
	 	 本アプリケーションを起動している間、移動軌跡は自動的にスマートフォン本体の

みに記録され、移動軌跡データはユーザがいつでも消去できる。ユーザは自身の過去

の移動軌跡を後ほど再生し、鑑賞できる。再生の手順は以下の通りである（図 4.13）。 
⒈スタート画面に戻り、「Playback」機能を立ち上げる。 
⒉再生する移動軌跡を選択する。 

⒊「再生」「停止」「早送り」機能などを利用し、移動軌跡を再生する。 

 

 
図 4.13 移動軌跡再生機能の手順 

 
 
4.2.2. ユーザと情報提供者の利点および問題点  

	 本アプリケーションを利用することによる利点および問題点を、ユーザ側と情報提供

者側から検討する。 
・ユーザ側の利点  

	 本アプリケーションのユーザは文京区を訪れる外国人旅行者を想定している。ユーザ

は、文京区によって提供される「おさんぽくん」のローカルな観光情報と、GPS によ
る現在地および移動軌跡表示を同時に参照することで、効率的に観光を行うことができ

便利である。日本の地図を読み慣れていない外国人旅行者にとって、紙の地図のみで現

在地を知り、目的地へ向かうのは困難があると考えられるが、現在地表示を加えること

でその困難は大幅に改善されると思われる。また、移動軌跡の保存と個人コンテンツ機
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能を用いることで、より動的で活き活きとした観光の記録をマップ上に残すことができ

る。 

 
・ユーザ側の問題点  
	 アプリケーションを利用することによるスマートフォンのバッテリー消費は、ユーザ

にとって不利益と考えられる。 

	 また、本アプリケーションをダウンロードする際や、現在地情報を入手する際に通信

費がかかることは、旅行中の外国人にとって好ましくない事である。しかし、2020 年
東京オリンピック・パラリンピックに向けて文京区内においても無料Wi-Fiの整備が検

討されていることなどを考えると、今後解決される課題とも言える。 
	 自身の移動軌跡や個人コンテンツと個人属性のデータは、個人を特定することは不可

能なものの、どのような人物が何に興味を持ち、いつどこにいたかというパーソナルデ

ータであるため、そのようなデータをサーバに送信することによるプライバシーの問題

に対する不安というものもユーザの不利益となり得る。本研究では、この課題を少しで

も解決するためにも、自身でデータの利活用の可否を決定できる「寄付」という形をと

る。 

	  
・情報提供者側の利点  

	 情報提供者である文京区観光協会および文京区観光に携わる団体は、ユーザの個人コ

ンテンツや移動軌跡のデータを収集・分析することで、文京区内を訪れた外国人旅行者

の動向を把握し、その傾向を考察することができる。その考察を用いることで、効果的

な区の観光プロモーションを行い、観光客増加につなげることができると考えられる。 
	 また、「ManpoKit」をベースとした本アプリケーションでは、コンテンツとして使
用するマップ画像のアップデートも容易に行える。そのため、現在本アプリケーション

内で使用している観光マップ「おさんぽくん」の画像に、加筆・修正を施し、オリジナ

ルのバージョンと入れ替えるということができる。現在、紙媒体で発行されている観光

マップを修正および改善し、発行しなおすには約３ヶ月以上の期間と印刷代などの大き

なコストがかかるが、本アプリケーションを利用することで、ユーザのニーズを取り入

れながら、部分的な修正を繰り返すことから全面的な改善まで、低コストで行うことが

できる。 

	 したがって、第２章第１節で言及した、 
「紙で発行されている観光マップに関する課題として、内容の更新・多言語化・言語に

よって内容に変化をもたせるにはコストがかかる点が挙げられる。また、観光マップの
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印刷代および在庫管理におけるコストも大きい。」 
および 
「観光資源の知名度の問題と外国人旅行者のニーズの把握という、相互に関係する２つ

の大きな課題がある。」 
という課題に関して、紙の観光マップのコストの問題と、外国人旅行者のニーズの把握

という問題の両方を解決できる可能性があると言える。 

 
4.2.3. ガイドブックおよび既存の観光情報サービスとの比較  
	 近年、旅行者の情報源として、インターネットを利用する例が増加してきている。観

光庁が平成 27年 7-9月期に行った訪日外国人旅行者アンケートでは、「出発前に得た旅
行情報源で役に立ったもの（複数回答）」として「個人のブログ」（27.4%）が首位であ
り、「旅行ガイドブック」（19.4%）、「旅行会社ホームページ」（19.3%）、「自国の親族・

知人」（17.8%）、「日本政府観光局ホームページ」（17.0%）と続く。また、「日本滞在中
に得た旅行情報源で役に立ったもの（複数回答）」として「インターネット（スマート

フォン）」（56.7%）および「インターネット（パソコン）」（22.4%）が上位であり、「観

光案内所（空港除く）」（19.2%）、「空港の観光案内所」と「宿泊施設」（16.9%）が同点
で続く[4-6]。ここから読み取れることは、旅行情報を調べるにあたり、インターネット
を主に利用しつつも、状況に合わせて様々な情報源を選び、組み合わせて利用している

ことである。日本滞在中の旅行情報源の上位はインターネットであるが、日本政府観光

局（JNTO）による、訪日旅行中のインターネット利用目的に関するアンケート結果（複
数回答）では、「E メール」が 86.1％と 多であり、「観光地や観光施設の検索」（67.9％）、

「地図検索」（64.6％）、「交通機関検索」（45.5％）、「SNS」(42.2％)と続いている[4-7]。
したがって、旅行出発前の比較的時間をかけられる時には「個人のブログ」、「ガイドブ

ック」、「旅行会社ホームページ」、「知人」など、基本的なことから個人の感想のレベル

まで差はあるものの、読んで知るための情報を求めており、滞在中にはインターネット

による「観光地・観光施設の検索」、「地図検索」、または「観光案内所」と言った、即

時性があり、すぐに使うための情報を求めていることがわかる。 

	 特に、まちあるき型の観光を行う個人旅行者にとって、観光地・観光施設の検索およ

び地図検索は重要であると考えられるが、既存のサービスを利用してそれらの情報を入

手することに対して、本研究で開発する観光アプリケーションを利用することで、より

良い観光体験を得られる可能性がある。次の表はアプリケーション「文の京	 漫歩」（観

光マップ＋GPS）と、観光地・観光施設の検索および口コミサイトとして世界に 8,400
万人の会員を持つ Trip Advisor[4-8]、地図検索サービスとして 大である Google 
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Maps[4-9]、さらに、「世界中で購入されているガイドブックにおいて５冊に１冊がロ
ンリープラネット」であることから、ガイドブックとしてロンリープラネット[4-10]を、
いくつかの視点から比較したものである（表 4.3）。 

 
表 4.3 本アプリケーションとその他の観光情報源との比較 

 
 

	 ガイドブックに関しては、媒体が本であるため、他の観光情報源と比べて持ち歩くの

に不便だという弱点がある。しかし、スマートフォンと違い、バッテリー消費や通信料

の心配がないと見ることもできる。情報量が多く、著者が在住者および訪問者であるこ

とから、外国人旅行者目線で書かれていることが期待されるが、基本的な情報がほとん

どである。また、ガイドブック内の地図は、どの国・地域のロンリープラネットにおい

ても同じスタイルの簡素化されたものが使われているが、この地図のみで日本において

まちあるきを行うのは難しいのではないかと考えられる。欧米などにおいては名前のつ

いた通りが多く、表示される場所も一定のルールがあり、地図上で通りの名前を確認す

ることで現在地を確認することが比較的容易であるが、日本においては名前のついてい
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ない通りが多く、現在地の確認が困難であるからである。 
	 観光情報サービスやウェブマッピングサービスは、特定の場所や施設、経路を調べる

際には明らかに便利であり、優位性を持っている。しかし、地図表現は一般化されたも

のであり、観光に特化しているわけではないため、地図そのものからまちの雰囲気を掴

み、観光のプランを描くには適していない。検索結果によって観光をするということは、

まちあるきをするというよりは点の移動を繰り返すというイメージに近い。また、トリ

ップアドバイザーでは検索機能の他に、エリアごとの観光スポット・ランキングや、

GPSによって現在地周辺の観光スポットを地図状に表示することも可能である。しか
し、トリップアドバイザーで表示される観光スポット・施設は、施設主が登録を行うか、

もしくはユーザの口コミがあったものに限られているため、掲載情報には偏りが生じる

恐れがある。例えば文京区指定の文化財である日本女子大学成瀬記念講堂はトリップア

ドバイザーに登録されておらず、口コミがないため、文京区内の観光スポットとして表

示されていない。このように、旅行者が気付かない、もしくは見つけづらい、あるいは

口コミを残さなかった観光資源などは、観光スポットとしてのポテンシャルを持ってい

たとしても無視されてしまう可能性がある。これは旅行者にとっても地域の観光事業者

にとっても不利益だと考えられる。 
	 上記の観光メディアに対して、観光協会が発行する観光マップは、区の観光事業者に

よって選ばれた観光資源が掲載されているという点で一定の信頼感があり、また、重要

な観光資源が埋もれてしまわないようにとの配慮もされているという点で、よりきめの

細かい地域密着型の観光情報を提供していると考えられる。前述の、外国人旅行者が日

本滞在中に役に立ったと回答した観光情報源として、インターネットの後に「観光案内

所」と「宿泊施設」と続くことから、旅行者が現地でしか入手できないようなローカル

な情報も必要としていることがわかる。このような利点を持った観光マップに、ウェブ

マッピングサービスの利点である現在地表示を加えることで、日本の地図に慣れていな

い外国人旅行者でも迷わずにまちあるきを行えることが期待されるため、本研究で提案

するアプリケーション「文の京	 漫歩」は、既存のサービスと比較してより優れたツー

ルになると考えられる。 

 
4.2.4. App Store へのアップロード  
	 文京区では、区を「文の京（ふみのみやこ）」として観光 PRを行っている。「文の京」

の由来は、文京区に東京大学のキャンパスが設置された後、大学周辺に出版社が集まっ

たことで、森鴎外、夏目漱石、樋口一葉、石川啄木などの著名な文人が数多く暮らした

史実に基づいている。また、文京区は現在も出版・印刷業が盛んであり、区内製造業出
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荷額の 7割を占めるという。 
	 共同研究で提案するアプリケーションの名称においても、「文の京」を使用すること

で文京区ブランドを印象づけることが期待されたため、基盤アプリケーションである

「漫歩」と合わせ、「文の京  漫歩」とすることで合意した。ただし、英語版の名称は
「文の京」の訳し方、表記の長さなどに問題が感じられたため、「Bunkyo Manpo」
に決定した。 

 
	 アプリケーションのアイコンは、当初、図 4.14の 左側に表すように、文京区で行わ
れる花の五大まつりにちなみ、さくら、ツツジ、あじさい、菊、梅をあしらったデザイ

ンを提案していたが、後のアプリケーション名称決定に伴い、日本語と英語の名称をシ

ンプルに表すデザインに変更を行った（図 4.14 右側）。かわりに、五大まつりの花の
モチーフはアプリケーション内においてスタート画面に利用されている。緑色は文京区

のテーマカラーである。 

 

	 	 	  
図 4.14 アプリケーション・アイコンデザイン第１案（左）と決定案（右） 
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第５章  

実証実験  
	 本章では第４章で提案したアプリケーション「文の京	 漫歩（Bunkyo Manpo）」（以
下、本アプリケーション）の有用性をユーザ側と情報提供者側から検証するために行っ

た実証実験に関して、本章では、その方法および結果を示し、考察を行う。 

 
 
5.1. 実証実験全体の目的  
	 実証実験の目的は、以下の３つの観点に基づいている。 

 
(1) 本アプリケーションが外国人旅行者にとって十分な利点を持ち、まちあるきを支

援するモバイル観光マップ・アプリケーションとして機能的かつ広く受け入れら

れるものであるか確認すること。 

(2) 本アプリケーションによって収集された外国人旅行者の移動軌跡、個人コンテン
ツ、属性情報のデータが、情報提供者側である文京区観光協会にとって有益な情

報であり、そのデータをもとに、今後発信していく観光情報の改善を図れる可能

性があるか確認すること。 
(3) 本アプリケーションを含めたモバイル ITサービス全体が持続性をもち、かつ文京

区以外の地方観光事業者または地方自治体においても有用性をもつものであるか

確認すること。 

 
	 はじめに、⑴の目的において外国人被験者によるユーザ実験を行い、その結果を文京

区観光協会に共有することで⑵について確認を行った。アプリケーションの広報活動を

行うこと、港区観光協会に本研究のモバイル ITサービスと実験結果を報告することで、
⑶に関する考察を行った。 

 
5.2. 外国人被験者によるユーザ実験  
5.2.1.目的と方法  

	 外国人被験者によるユーザ実験では、被験者が本アプリケーションを使用し、文京区

を訪れた旅行者として観光を行った後、データ寄付を行い、本アプリケーションに関す

るアンケートとインタビューに回答した。文京区に観光で訪れたことのない被験者が多
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く、また半数が日本在住半年以下および在住していない者であることから、実際の外国

人旅行者に近い個人コンテンツのデータが得られると考えた。アンケートとインタビュ

ーへの回答を、提案するモバイル ITサービスのフィードバックとして扱い、アプリケ

ーションのユーザインタフェースの改善およびサービス全体の持続可能性に関して考

察する資料とした。また、被験者が寄付した移動軌跡、個人コンテンツ、属性情報のデ

ータは分析を行い、文京区に分析結果を共有することで、情報提供者側にとっての有用

性を確認する資料とした。 

 
	 実験の手順は以下のとおりである。手順⑵における※印の内容は一部の被験者のみを

対象として行った。実験の概要を表 5.1に、被験者の属性情報を図 5.1に示す。 

 
(1) 集合場所に集まった被験者に本アプリケーションの使用方法や実験の手順・内容

を説明する。 

 
(2) 被験者は各自指定された文京区内の各駅へ移動し、駅を起点として 1 時間自由に

文京区内観光を行う。観光を行う間に本アプリケーションの機能を使用し、移動

軌跡の記録や、10件以上のコメントおよび写真の作成を行う。 
※	 観光中の被験者をビデオ撮影し、本アプリケーションの使われ方を記録する。 

 
(3) 被験者は観光が終了し次第、集合場所に戻り、アンケートおよびインタビューに

回答する。 

 
 

表 5.1 実験の概要表  
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図 5.1(a)被験者の性別 

 

 
図 5.1(b) 被験者の国籍 

 

 
図 5.1(c) 被験者の日本在住歴 
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5.2.2. ユーザ実験の結果①寄付データの分析  
	 被験者が寄付した移動軌跡、個人コンテンツ、属性情報を総合的に分析する。 

 
個人コンテンツが作成された場所の分類  
	 コメントや写真を残すということは、ユーザにとって印象的であったことを表すため、

外国人旅行者の傾向を探る上で場所は大きな鍵となる。ユーザ実験で集めた個人コンテ

ンツついて、その場所に着目してまとめる。被験者ひとりひとりのコメントを POI ご
とにまとめ、POI以外を「その他」としたものを表にした（表 5.2・付録 3）。英語で作
成されたものは日本語に訳して表に載せている。 
 

	 個人コンテンツが作成された場所が POI かそれ以外の場所かという分類から、ユー
ザが観光マップにおける観光資源の紹介を参考にして観光を行っているか、そうでない

かがわかる。表 5.2 から、スタート地点ごとにコメントや写真を残した場所が POI か
それ以外の場所かの割合をグラフにした（図 5.2）。 

 

	  

 
図 5.2 それぞれの駅から出発した被験者がコメントや写真を残した場所の分類 

 
	 駒込駅発の被験者はほぼ POI のみを訪れている。被験者２名の移動軌跡と表 5.2 よ
り、個人コンテンツがほぼ全て「六義園」内で作成されていることがわかった。江戸川

橋駅発の被験者は POI の割合が約７割であり、表 5.2 よりひとりあたりが訪れた POI
数の平均がもっとも大きいことが読み取れる。観光マップ上において、他のエリアに比

べて POI同士の距離が近い。本郷キャンパス／春日駅発は唯一 POI以外の場所の割合

が高い。 
	 以上より、全体では POIを訪れる方が多いが、文京区内においても場所によって POI
を中心に観光を行うかそうでないかは変化することがわかった。春日駅／本郷キャンパ
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ス工学部から出発した被験者が POI以外に作成したコメントや写真では「食事」「飲食
店」「建物」に関するものが多く、江戸川橋駅発の被験者においては「神社・仏閣」に

関するものが多いことから、何を記録に残すかはユーザの興味・関心だけではなく周囲

の環境にも影響を受けると考えられる。 

 
コメントや写真の内容  

	 印象に残った場所を記録する際、どのような動機で行ったかを、コメントや写真の内

容から調べる。表 5.2から、ほとんどのコメントが「美しい」、「素晴らしい」、「面白い」
など肯定的なキーワードを含んでおり、気に入ったものや感動したものに対してコメン

トしていることがわかる。以下では、そのような感動の動機以外でコメントや写真を作

成したと考えられるものについて考察する。 

 
・疑問を持ったもの 
	 日本語の看板などの写真と「これは何か」というコメントのパターンが見られる。日

本語以外の説明がないため、外国人旅行者が理解するのに困難であるポイントを表して

いると考えられる。 

 

 
“Road map no English! What are these places?”（左） 

“Seems like there is a lot of history here. I'd love to understand Japanese.”（中） 

“Hmm what is here？”（右） 

 
図 5.3 被験者によって撮られた写真とコメントの例 

 
・道や観光マップに関するもの 
	 「小石川後楽園」を訪れた 2名が、「入り口がわからない」というコメントを残して
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いる。「ホテル椿山荘東京」を訪れた被験者は、江戸川橋駅からホテル庭園への行き方、

近い入り口に関してコメントをし、「六義園」を訪れた被験者は自身が駅の出口を間違

えた経験から、違う出口を利用した方が良いとコメントした。さらに道中で神社に寄っ

た被験者は、その神社がマップ上に載っていなかったことについて言及している。 
	 このようなコメントは観光マップの情報が引き金となって生じていると考えられる

ため、観光協会にとっては、観光マップ改善の大きなヒントとなるのではないだろうか。 
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5.2.3. ユーザ実験の結果②ビデオ解析  
	 実験中の被験者をビデオ撮影したものを解析することで得られた知見をまとめる。 

 
・各場面での被験者の動き 
観光スタート時：駅から観光をスタートする際に、考えていた方向と逆向きに進んでし

まって戻るという動きが何名かに見られた。被験者に使ってもらっているモバイルアプ

リケーションには、現在地表示および移動軌跡表示があるからこそ、道を間違った時に

修正することが容易である。 

 
初の POI まで： 初の目的地（１つ目の POI）はあらかじめ決めている人が多く、

その途中に何か興味を惹かれるものがあれば、一旦は止まるが長居はしない、といった

形で観光を行う、現象が見られた。また、スタート地点から 初の POI までが、アプ

リケーションで道を確認する頻度が も多く、スマートフォンを見ている時間が も長

い、という一般傾向があることも観察できた。  

 
初の POI以降：ある POIを訪れた後、近隣の POIをタップし、内容を読んでから、

次にどこへ行くかを決めている被験者が多いようであった。もしくは、POIが多く存在
している方向へ漠然と進み、歩いているうちに興味を惹かれたものを見ていくというパ

ターンも見られた。 徐々に、スマートフォンをポケットにしまって歩くという行動が
見られた。 

 
・現実世界と観光マップの文字表記の差 
	 ビデオ撮影者は撮影中に街角の道路標識や案内を無意識に確認しつつ歩いていたが、

外国人である被験者はそれらを認識せずに歩いているように見えた。大きな地図画像の

ある看板には反応するが、文字と矢印だけの標識には注意を払わないようである（図

5.4）。 
	 また、観光施設の名前や神社・仏閣の名前などは観光マップ上の英語表記のみと現実

世界の日本語表記のみとの間にはズレがあるために確認しづらく（図 5.5）、観光マッ
プ上の表記の工夫が今後必要になると考えられる。 
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図 5.4 文字と矢印で構成される案内の例（筆者撮影） 

 

	 	  
図 5.5 日本語での案内の例（筆者撮影） 

 
 
 
5.2.4. ユーザ実験の結果③アンケートおよびインタビューの分析  
	 ユーザ実験の被験者アンケートは、アンケートの作成および回答の収集を支援するサ

ービスである Googleフォーム[5-1]を用いて行った。質問の内容と回答形式を指定した
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アンケートを容易に作成でき、さらにリアルタイムで収集した回答を自動的に集計し、

グラフ化などの処理を行う。以下では、Google フォームにより集計された回答者のデ
ータを用いて、アンケートの結果について述べ、考察を行う。また、アンケートの全て

の質問と回答を巻末の付録 4にまとめる。 

 
 
・「本アプリケーションが外国人旅行者にとって便利であると思うか」という質問に対

して、「1:全く便利だとは思わない」から「5:大変便利だと思う」までの５段階で回答
を募った。結果から、約 3分の 2の被験者が 4以上の高評価をつけた（図 5.6）。 

	 評価の理由として、観光マップと POI の情報そのものが充実していることを挙げた
被験者が多い（図 5.7）。ローカルな情報、まちあるきのヒントとなる情報として観光
マップは、やはり貴重な情報源と再確認できた。 

 
 

 
図 5.6 質問「本アプリケーションが外国人旅行者にとって便利であると思うか」に対

して、「1:全く便利だとは思わない」から「5:大変便利だと思う」までの５段階で回答 
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図 5.7 質問「なぜ便利だと思うか／思わないか（自由回答）」に対する回答 

 
・本アプリケーションで も役に立った機能として個人コンテンツ作成機能（図 5.8中、
グラフでは「Note Function」）の割合が高いが、「個人コンテンツ作成機能は旅の思い

出を残す装置として役にたったか」という質問では評価があまり高くない。機能として

便利なものではあるが、旅の思い出を残す以外の目的で被験者が利用した、あるいは改

善が求められていると考えられる。図 5.10 の「機能を付け加えるとしたら何か」とい

う質問に、より多くの写真やビデオを保存したい、個人コンテンツにいくつか種類があ

ると良いといった意見も見られた。 

図 5.8 質問「本アプリケーションで も役に立った機能は何か」に対する回答 
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図 5.9 質問「コメント機能は旅の思い出を残す装置として役にたったか」に対して「1:
全く役に立たなかった」から「5:大変役に立った」の 5段階で評価した回答 

 
・「どのような機能を付け加えたいか（自由回答）」という質問に対しては、ルート検索

機能を挙げた被験者が多い。現在地から徒歩で何分かかるか／電車に乗るべきかなどと

いう情報は、まちあるき観光を行っている場合、計画を立てる上で重要なためと考えら

れる。 

 
図 5.10 質問「本アプリケーションに付け加えたい機能があるとすれば何か（自由回答）」
に対する回答 
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・他ユーザとのデータの共有に関しては肯定的な意見が多く、「何も共有したくない」

という選択肢は 0票であった。移動軌跡を共有したいという意見がわずかに少なく、プ
ライバシーに対する不安があったと考えられる。 

 

図 5.11 質問「他のユーザとどのデータを共有したいか」に対する回答 

 
 
5.3. 情報提供者側への結果報告と議論  
5.3.1. 目的と方法  
	 2015年 12月 10日に行った外国人被験者によるユーザ実験における分析結果につい

て、同月 25日に文京区観光協会へ報告を行った。５名分の被験者のデータとビデオ映
像およびアンケート結果に関して、前節と同様に分析しまとめたものを資料として提出

した（付録 5）。 

	 目的は、分析を行った被験者の個人コンテンツのデータが観光協会にとって有益な情

報となるかを確認することおよび、観光振興事業者の視点のフィードバックを得ること、

議論を通してサービス全体の改善につなげることである。 

 
5.3.2. 議論  
	 文京区観光協会への報告を行った際、議論の対象となったのは以下の 3点である。 

 
・データは観光情報発信の改善に役立つか  
	 文京区観光協会は、これまで外国人旅行者に関するフィードバックがほぼ入手できて

いない状況であったため、今回のユーザ実験における被験者の個人コンテンツのデータ

は外国人旅行者から文京区がどのように見られているか、外国人旅行者がどのように観

光を行っているかを知る上で有益な資料になったと言える。外国人旅行者が観光マップ
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の POIを参考にしているか、それぞれの POIにどのようなコメントが残しているかを
知ることで、どのような観光資源が人気であるかを考察し、文京区のコンセプトを設定

して観光 PRを行う際の支援とすることができ、有用である。 

	 第５章第２節で述べたように、「庭園の入口がどこかわからない」といった内容のコ

メントからは、観光マップでは正確に情報が伝わっていない部分の改善のヒントを入手

できる。さらに、外国人旅行者がより詳細な英語での情報を必要としている場合には、

その観光情報提供者と協力し、現地またはアプリケーション内に情報を付け加えること

も検討可能となる。文京区観光協会との議論では、以上のような利点が期待できると結

論付けた。 

	  
・データ分析の程度と情報提供の形式  
	 現在、ユーザが寄付した個人コンテンツのデータは、「Parse」によってブラウザで

閲覧・管理・ダウンロードが行える。あるユーザのコメントと移動軌跡のプロパティリ

ストおよび画像ファイルをダウンロードし、「Xcode」を用いることでそのユーザの個
人コンテンツが本アプリケーション上で確認できる。しかしながら、そのような手順に

かかる手間暇や、アプリケーション上でのみ個人コンテンツを閲覧できることに関して、

人員確保が困難であることから文京区観光協会はより簡易な方法を希望している。この

要求に対して、ブラウザや iPadなど大きな画面で気軽に寄付された個人コンテンツを

確認する専用の観測データ可視化システムの構築が今後の課題と考えられる。このシス

テムは構築を計画しており、完成するまでは、コメントと写真を POI ごとの表にした
ものと、移動軌跡の動画を提供するという形態での共同研究事業を続けることとなった。 

 
・BtoC のデータ共有に関して  
	 ユーザ実験のアンケート結果から、個人コンテンツを他ユーザと共有したいとの声が

多く聞かれた。これについて観光協会は、アプリケーションの観光マップ上に、どのよ

うなコメントや写真でも全てが載ってしまうことに不安を感じている。いたずらや宣伝

による個人コンテンツで観光マップが埋め尽くされてしまう危険性がある。 

	 このことから、ユーザ同士の個人コンテンツの共有の代わりに、観光協会からユーザ

への公式コンテンツの配信を考える。ユーザがコメントや写真を残すものと同じ仕組み

を用いて、観光協会や区内の観光施設がイベント情報や 新情報を観光マップ上にふき

だしで表示する。ユーザにとってはより鮮度が高い情報を入手でき有用であり、また観

光協会にとっても集客効果が高いと期待できる。 
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5.4. 他の自治体への応用の可能性  
	 本研究の仕組みおよび得られる結果が、文京区以外においても有益か確認するため、

港区観光協会に対してヒアリング調査を行った。 

	 現在、港区観光協会では外国人旅行者の動向調査などを行っておらず、区内において

外国人旅行者がどのように観光を行っているか把握していない。したがって、港区観光

協会にとっても、コメントと写真による個人コンテンツ寄付の枠組みは有用との見解が

得られた。一方、本枠組みに対する港区観光協会の懸念として、そもそものユーザがこ

のアプリケーションを使用しようと思う動機付けの点が指摘された。類似したアプリケ

ーションが出てくる中、何が特徴であり、何が特別便利であるかをアピールすることが

重要ではないかという見解が得られた。 

 
5.5. アプリケーションの広報活動  

5.5.1. QR コードシールとリーフレットの作成  
	 開発したアプリケーションを App Storeにリリース後、多くの外国人旅行者に認知・
利用してもらうため、文京区観光協会との話し合いのもと、広報活動の計画を立てた。 

 
	 初の広報活動は、「おさんぽくん」への QR コードシール添付である。App Store
における「文の京	 漫歩（Bunkyo Manpo）」インストール・ページの URLによる QR

コードシールを作成し、紙媒体の文京区観光マップ「おさんぽくん」英語版の表紙左上

に貼ることで、紙媒体の「おさんぽくん」に興味を持ったユーザに対して、iPhone ア
プリケーション版があることを知らせることを目的としている（図 5.12）。現在、「お

さんぽくん」は日本語版、英語版、中国語版（簡体、繁体）、韓国語版が区内の宿泊施

設約 70カ所および観光施設、観光案内所に配布されている。ユーザ実験におけるアン
ケートおよびインタビューの分析より、７割近くの被験者が、本アプリケーションをイ

ンストールするより良いタイミングとして「文京区を訪れる前にホテルにて」と回答し

ていることから（図 5.13）、宿泊施設における広報活動は有効であると判断し、QR コ
ードシール付き「おさんぽくん」を、宿泊施設に優先的に配布する。 
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図 5.12 QRコードシールを添付した英語版「おさんぽくん」 

 

 
図 5.13 ユーザ実験における被験者アンケートの質問「本アプリケーションをインスト
ールする、より良いタイミングはいつですか」に対する回答の集計を円グラフに表した

もの。（Googleフォーム使用） 

 
	 第２の広報活動は、リーフレットの作成と配布である。アプリケーションのアイコン

画像、QRコード、機能の説明、文京区へのアクセス路線図、アプリケーションの問い

合わせ先などを掲載した紙媒体のリーフレットを作成し、「おさんぽくん」と同様に区

内の宿泊施設に配布する。付録６において英語版、日本語版、中国語版のリーフレット

を示す。 
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5.5.2. 文京区国際交流フェスタにおける「文の京	 漫歩（Bunkyo Manpo）」
の紹介  
	 文京区役所では毎年「国際交流フェスタ」という各国の文化交流を目的としたイベン

トを行っており、2016 年は 2 月 21 日に開催された。国際交流フェスタにおいて、文
京区観光協会と東京大学の共同ブースを出し、「文の京	 漫歩（Bunkyo Manpo）」の紹
介として前述のリーフレットの配布とアプリケーションのデモ動画を展示した。当フェ

スタには文京区および周辺に在住している外国人が多く集まることが期待されるため、

アプリケーションの周知および宣伝に効果があると考えられたためである。 
	 デモ動画を動画共有サイト YouTube[5-2]にアップロードしたものが以下の URL で

ある。（https://youtu.be/hoBsBmw6MQU） 
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5.6. 外国人旅行者によるユーザ実験  
5.6.1.「澤の屋旅館」におけるユーザ実験協力者募集  
	 2016年 1月に、台東区にある「澤の屋旅館」[5-3]の協力のもと、宿泊客である外国

人旅行者に本アプリケーションの宣伝およびユーザ実験の協力者募集を行った。 
	 澤の屋旅館は台東区谷中にある、外国人宿泊客が９割の日本旅館である。これまでに

延べ 10万人以上の外国人客を受け入れ、館主は観光庁の人材育成・活用政策である『観

光カリスマ百選』[5-4]に選定されている。旅館自体は台東区であるが、東京メトロ根津
駅の近くであり、文京区内へも徒歩圏内であることから、文京区観光を行う旅行者がい

る可能性があると考え、協力者募集を行った。 

	 手順は以下のとおりである。澤の屋旅館のフロントおよび飲食スペースにおいて、旅

行者が観光へ出かける朝の時間帯に行った。 

 
(1) 旅行者にアプリケーションの説明を行い、ユーザ実験のための被験者を募集して

いる旨を伝える。 

 
(2) 実験へ同意した旅行者は Apple 社の App Store より「文の京	 漫歩（Bunkyo 

Manpo）」をインストールし、観光を行った後にデータ寄付を行う。 

 
(3) 実験後のアンケート調査に同意した旅行者へ、アプリケーションに関するアンケ

ートを Googleフォームから送信し、回答を収集する。 

 
※アプリケーションの説明およびユーザ実験への参加意思確認をする際に行ったコミ

ュニケーションを通して集めたアプリケーションの印象および観光マップに関する意

見も、調査結果の対象とする。 

 
5.6.2.結果と考察  
	 文京区内の観光スポット周辺および澤の屋旅館において行った外国人旅行者に対す

るユーザ実験協力者募集の結果について、次の表 5.3にまとめる。 
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表 5.3 外国人旅行者に対するユーザ実験協力者募集の結果

 

 
・実験協力者募集への反応  
	 多くの旅行者が本アプリケーションに対して好意的な反応を示したが、実験への協力

に同意しなかった旅行者の理由は「iPhoneを持っていない」（２名）、「既に予定がある
ため、まちあるきをする時間がない」、「英語がわからない」、「アプリケーションのサイ

ズが大きすぎるためインストールしたくない」というものであった。 

 
・「データ寄付」に関する諸問題  
	 表５より、実験への協力に同意した旅行者の人数から、実際にデータ寄付を行った人

数は約半数へと減少している。原因として考えられるものは以下の 2点である。 

 
(1) データ寄付そのものを行っていない。 

(2) データ寄付に同意し、送信ボタンを押したが、データの大きさや通信環境の影響
から、データの送信が行われなかった。あるいは、失敗した。 

 
⑵の場合、ユーザはデータが正しく送信されたか否か確認するすべがないのが原因と考

えられる。 

 
	 表５より、収集できたコメントは１名の２件のみであり、他３名は移動軌跡とユーザ

の属性情報のデータのみであった。さらにコンテンツの送信がなかった３名の移動軌跡

は数分の記録のみであった。原因として考えられるものは以下の 2点である。 

 
(1) 個人コンテンツを作成せず、また数分で文京区外へ移動した 
(2) 移動や個人コンテンツの作成を行う前にデータ寄付機能において同意と送信を行

ったため、それ以降の移動およびコメント挿入がデータ寄付に反映されていない 

 
⑵の場合は「データ寄付」のしくみに関して十分に理解されておらず、１度寄付に同意
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し、属性データを送信することで、そのユーザの作成した個人コンテンツが以降自動的

にサーバへ送信されると考えられている可能性がある。 

 

 
	 結果から、ユーザインタフェースの工夫が必要であることがわかった。 
	 データ寄付を行う際に、データの送信が成功したか失敗したかをユーザにわかりやす

く通知する仕組みを取り入れることで、データの送り損じを防ぐ。 
	 アプリケーションを使い始める前に様々なボタンやアイコンに関してひと通りの使

用方法説明を行い、データ寄付に関しても適切なタイミングを明示することで操作性が

向上し、ユーザ満足度および寄付率の向上も見込めると考える。 
 
第５章の参考情報 
[5-1]  Googleフォーム（https://www.google.co.jp/intl/ja/forms/about/） 
[5-2]  YouTube（https://www.youtube.com/?gl=JP&hl=ja） 
[5-3]  澤の屋旅館（http://www.sawanoya.com/nihonngho.html） 

[5-4]  観光庁	 観光カリスマ 100選 [2016年 1月 20日に確認]
（http://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/jinzai/charisma_list.html） 
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第６章  

結論  
 
	 本研究では、観光協会のような地方観光振興事業者が主体となって必要な観光ビッグ

データを生成することを支援する、個人コンテンツ寄付機能付きモバイル観光マップ・

アプリケーションの提案と開発およびその評価を行った。 
	 以下に、本研究の成果、課題、今後の展望をまとめる。 

 
6.1. 本研究の成果  
6.1.1. 東京都内６区における観光協会の現状と課題の整理  

	 東京都内６区の観光協会に対してヒアリング調査を行うことで、外国人旅行者受入体

制整備および観光マップに関して、各区の現状と課題を明らかにすることができた。ヒ

アリング調査結果を表にまとめることで、各区の観光協会同士の比較を行った。そこか

ら得られた知見より、解決することで複数の観光協会にとって利益となるような課題を

洗い出し、本研究の目的を設定した。 

 
6.1.2. 個人コンテンツ寄付機能付きモバイル観光マップ・アプリケーションの
提案と開発  
	 観光協会における課題を解決するため、外国人旅行者のフィードバックを収集するモ

バイル ITサービスの提案を行い、サービスの核となる外国人旅行者向け個人コンテン
ツ寄付機能付きモバイル観光マップ・アプリケーション「文の京 漫歩」の設計・実装
を行った。アナログ地図を簡易的に位置情報サービスに変換する枠組みを用いて作成し

た観光マップ・アプリケーションに、ユーザがコメントや写真を残すことができる機能

を追加した。ユーザのコメントや写真の個人コンテンツ、移動軌跡のログデータや属性

情報を、寄付データとしてサーバにアップロードすることにより、観光協会は寄付デー

タをユーザからのフィードバックとして利活用でき、観光利用環境向上のための活動の

効率化が期待される。 
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6.1.3. 個人コンテンツ寄付機能付きモバイル観光マップ・アプリケーションの
実用性検証  
	 開発したアプリケーションの有用性を評価するための実験を文京区観光協会と共同

で行った。ユーザ側に対する実証実験から、本アプリケーションをモバイル観光マッ

プ・アプリケーションとして利用することでスムーズに観光を行えることが確認された

が、ユーザインタフェースや操作性において改善が必要な点も明らかになった。情報提

供者側に対する実証実験からは、本アプリケーションにより収集可能な個人コンテンツ

の内容が、文京区観光協会にとって有益なデータとなり得るものであることが確認され

た。従来の大手民間企業や公的機関によるビッグデータの分析結果では知りえなかった、

地域観光マップを通したフィードバックを得られる枠組みにより、地域観光振興事業者

の情報発信の品質向上につながると有望な手段として評価できた。 

 
6.2. 今後の課題  
	 本研究で達成した成果をもとに、今後解決すべき課題について議論する。 

 
6.2.1. モバイル観光マップ・アプリケーションとしてのユーザインタフェース
の再検討  
	 外国人被験者によるユーザ実験の結果と被験者アンケートからユーザインタフェー

スの評価に関する直接的なフィードバックを得ることができたが、外国人旅行者による

ユーザ実証実験の結果からは、間接的にユーザインタフェースに関する課題を見つける

ことができた。モバイル観光マップ・アプリケーションとして広く受け入れられるため

に、ユーザインタフェースの再考および簡単な操作性の向上が必要であることがわかっ

た。 
	 被験者アンケートから、「アプリケーションの操作が簡単かつユーザフレンドリーな

ものでなかった」という意見が聞かれたため、アプリケーションをインストールした後、

初めて開いた際に各ボタンやアイコンの使用方法を説明するイントロダクションを実

装する必要があると考える。あるいは、より直感的に動作する改善を加える必要がある。

例として、挿入したコメントのふきだしアイコンをマップ上の異なる地点に移動させる

機能などが考えられる。 

 

 
6.2.2. データ寄付機能のより良いありかたの検討  
	 第５章第６節の外国人旅行者によるユーザ実験から、データ寄付を行ったユーザの割
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合が小さく、データ寄付機能のあり方や寄付の要請の仕方に工夫を加える必要があるこ

とがわかった。特に、データ寄付を行うタイミングであるが、自身のスマートフォンお

よびアプリケーション内においてのみ個人コンテンツを作成した上で、寄付するかどう

か決定するという順序を伝えることが重要ではないかと考える。以下に提案でき得るも

のを２点挙げる。 

 
(1) アプリケーションの使用において、明確な開始時と終了時を判断する機能を付加

し、終了時と判断した時にデータ寄付の要請を行うメッセージを出す。 

 
(2) アプリケーションを開いて一定時間が経った際に観光を終えたかの確認とデータ

寄付の要請を行うメッセージを出す。 

 
	 あるいは要請ではなく、ユーザが積極的に寄付を行う動機付けが必要とも考えられる。 

 
6.2.3. データ分析ツールの必要性  

	 現在は収集したデータの管理および分析を筆者が行っているが、将来的には地方観光

振興事業者自身がデータ収集・管理および分析を観光マップや情報発信の改善に生かす

という一連のサイクルを回すことができるようになるのが理想的だと考えている。その

ために、データの管理および分析を簡単に行えるツールの開発が必要とされる。特に、

移動軌跡のデータを動画で閲覧できること、ユーザがコメントや写真を作成した場所が

どの本研究から始まった文京区観光協会との共同研究は、来年度から「漫歩（Manpo）」

開発者である Lu Min氏によって継続され、データ分析ツールの開発およびアプリケー
ションのさらなる改良が見込まれる。 

 
6.3 今後の展望  
	 本研究の成果および課題をふまえた、今後の展望を以下にまとめる。 

 
・文京区以外の地方観光振興事業者における同様のサービスの活用 
	 第５章では、実証実験の一環として港区観光協会に対して、本研究で提案するサービ

スの有用性に関するヒアリング調査を行った。港区観光協会の回答から、本アプリケー

ションで収集可能な外国人旅行者の個人コンテンツは、文京区以外の地方観光振興事業

者にとっても貴重な資料となり得る。第２章において述べたように、東京都内では区ご

とに持っている観光資源の性質が異なるため、画一的なシステムに全ての場合を当ては
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めて区の観光 PRを行うことは現実的ではない。本アプリケーションを利用することで、
区内の建物そのものや歴史に関する説明を多く紹介することも、区からの公式なイベン

トのお知らせや 新情報を中心に表示させることも、区の自由意志で決定することがで

きる。 

 
・ガイドツアー運営団体による活用 

	 日本政府観光局によるグッドウィル・ガイド（善意通訳普及運動）［6-1］のように、
現在、外国人旅行者を対象としてガイドツアーを行う団体が日本にはいくつかあり、近

年の外国人旅行者の増加と共にその活動も活発になっている。 

	 柏市においてグッドウィル・ガイドの団体を設立した方にヒアリングを行った。現在、

ツアー参加者の希望に合わせ、毎回個別のツアープランを立てており、ツアー中に予想

外の注文が出ることもあるという。本研究で提案するアプリケーションを利用すること

で、ガイドが作成したツアーの内容を参加者にアプリケーションを通して共有できる可

能性や、各観光振興事業者が観光マップ上に投稿する公式コメントを参考に、今すぐに

できる観光のヒントを得ることも考えられる。 

 
 
第６章の参考情報  

［6-1］グッドウィル・ガイド（善意通訳普及運動）日本政府観光局による紹介ページ
[2016年 1月 20日に確認]
（http://www.jnto.go.jp/jpn/reference/visitor_support/useful/goodwill_guide.html） 
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付録 1	 観光協会の現状と問題点をまとめた表

 

	uBɚƽǀɛ C�ĔBɚƽǊɛ āBɚǂǈɛ Æ�BɚƼǃɛ Ç�BɚǇǃɛ ÿŷBɚǇƼɛ

ƳƱƭļŁ ķ �ª_ �ŏĦ_ö� ư ư �ŏĦ_ö� �ŏź_ö�ɚY��Ŷ±Ǽ0Rɛ

ƴƱƭŢ-ß1±Ȁ±de �æɂɎȨɟƚ ư ûÚėȀɋȻɑɘɐƨ Æ�B¡±ɝƚ ư ÿŷƨ;ɚũZȁƳƵƲ�ɜÊɛǚĮ�ƅȓ;

ƵƱƭŢ-ɇȲɂȀĪƣǼŤŰ

ɗ	uBȞɏș7ȡțȷɇȲɂɚƒ�ǚÊ×
æǚĲeǚ� ėǚ�ɛɠÊ×Ű
ɗ	uBȃȕǟǠśìǦɇȲɂɚÊ×æǚƒ
�ǚĲeǚ� ėǚŔjėǚ@ǽǦɛɠÊ×Ű
ɜșɂɏĉɠÊ×ŰǚœŰ
ɗĵ÷	uBŢ-ȡțȷɁȲȣɠÊ×Ű
ɗ	uBȁǮȌǺĊŰɇȲɂɠÊ×Ű

ɗC�ĔǟȔǦeaɇȲɂəȡțȷɠÊ×Űǚ
œŰ
ɗC�ĔȉǶɁȲȣɚÃìȀƊ�ɛɠÊ×Ű

ɗāBŢ-ɇȲɂɠÊ×ŰǚœŰǚ	bŰǚƟ
bŰ
ǗĹeaįȽɔɀɑȲȶȀ9"ȁpƎçƕ
ǿxŧǭǺǠȔ

ɗǣǫȘȈǧȘɠÊ×ŰǚœŰǚ	bŰɚĳ
 ǚŀ ɛǚƟbŰ
ɗƤȀÆ�ɁɎɔȷƳƲƲƍǙǣǠǭȏǡǬǠȉǷ
ȄɠÊ×ŰǚœŰ

ɗìǦǴǧǾȔȉǶÇ�ǙŢ-ɇȲɂɚÇ�ƨ
UƂǚ]ŷǚƪĔƧjɗËīĔɗs�&ǚŖ
QǚħãfɛɠÊ×ŰǚœŰǚ	bŰɚĳ 
zɛǚƟbŰ
ǗQȖǱǺ�ƔƵƲ�Ǝ��Ěř
ǗĐdȯțŰȀɇȲɂȗ"®àŦ	
Ǘ"®ȁBǥřǠǚE�ȁĚřȀȊȗřǷ
ǺǠȔ

ɗÿŷBŢ-ȡțȷɇȲɂɚÿŷǚG�ǚ�}
�ǚ¨ï�ɛɠÊ×ŰǚœŰǚ	bŰ
ǗŝG�Ȁ	bŰǚƟbŰɇȲɂȗ"®	
ǗÊ×ŰĉǼœŰĉǻȁ1�ǿŒ�ȀƋǠ
ǟȓ

ƶƱƭŢ-E�ǼǭǺċ£ĜǾ
�áǾǽȁřǷǺǠȉǯ
Ǥɡ

ɗÆAźȧɆɘȯɘɠśȀÆAźǿƕǭǺ>
�ǭǴɅɎɔȴȚșȡțȷǛŭȀ1�ȁǤǾȓ
șȠȵɈȲȣǛœŰ�¥NǛ
ɗŢ-ċøXɠ	uBŢ-à~Ȁ��Ňȗ
ȡțȷǿň®ǭǴȍȀǛ*ǜ(�ȀȫȢɐǥ
ƪǠ�ǥqǧǚŢ-ƅūlȍǛșȠȵɈȲȣǾ
1��pȀeh©iǿȍĶƅǛ

ɗmȸȾɚB1ȀĠÛeaǾǽǿŪłǫȕǴ
ǅǆȦɘȷȗűȊƃȋǪǼǻǚƠmȡțȷȗ8
ēǻǦȔȧɘȾȫǻB1ĸƴƲƲİ±ɛȀƉ\
ɗȉǶǟȔǦȀɅɎɔȴȚșȡțȷ
ɗǶȑǵɈɎțɂɒȪȝȣȶǼȀƆ¿

ɗ�řƎƙǼǭǺȀ÷?ǥǾǠǴȌǚɝ�ɞ
�ǻƉ\ȗřǡ
ɗB1Ȁ�áǥȾȪȺȫ¸ŌǼRÏǿŢ-
¸ŌȗřǡǴȌǚE�Ȁ��ȁǲȕȒȀțɃ
ɔȶ©iȗȉǼȌǚƿǓǓǏǒǎƮǾǽǻĚ'ǯȔǪ
Ǽ

ɗɅɎɔȴȚșɚƷ�Ƹ�;ȑȓƵƲ� 9ɛǿȑ
ȔȡțȷȳșɘȗřǷǺǣȓǚî^ĞõǭǺǠ
ȔǛ
ɗșȠȵɈɘ»ƇťĘ

ɗțɃɔȶȁ�áɗY�śɗPeh_ ǾǽȀ
�ǴǶǾǽǥ�ǿJȓļȊȗƇȌȔ
ɗřÁȎE�ǥǣǪǾǡȑȓȍ=ÝĜǿ�Ɠ
ǫȕǚǲǭǺPehǻȍǲȕǳȕȀƫ<ǥƪ
ȉǷǺǠǧȀǵǼ¦ǡ
ɗŢ-E�ǻȁP÷?ȗ²�ǡĭjǻE<ǭ
ǺǠȔ

ɗŢ-ß1±ǿǣǨȔčŊȀ©iIƝ 9
ǥ�Ȋ

ƷƱƭ�ȀBǼïȆǺǚŢ-ż
ăȁǽȀȑǡǾċ£ȗ·Ƿ
ǺǠȔǼņǢǺǠȉǯǤɡ

ɗƒ�ǚÊ×æǚĲeǾǽÊ×ÆAȗ¬ǮȒ
ȕǚǤǸŮĢ�ȀƪǠŢ-e
ɗêŎ��ǚąŎjǚÌô�ǾǽíOǟȔ�
Ċ
ɗŅōȀ�ǚǘǘĚĨȀ�Ȁqǫ
ɗOſǾǽȀȫȶɘɏɘ§

ɗ
Ȁ1ȀȾȪȺȫśǚĝ�ȀŊĈǚĩŗG
ȀȠɐȱɌɘǚħ&ėȀMÒǾǽǚȼɎȞ
ȴȚɘǿ�ȘǵŢ-żăȗ·Ǹ

ɗpbǤȒȀĎƕLɚûÚėƨɛ
ɗȣɎɁȎrÐȫɆȲȶǾǽȀrǿũȕǺãǭ
ǠȞɏș
ɗŃŚƦȗqÄ&Õ
ɗÙ�ȯɓɘ
ɗÊ×čŊȀÆAĜŢ-żăȁ�ǾǠ

ɗÆŹȐǤȓȀȫɆȲȶǥqÄ{d
ɗċ7S@ȀÊ×�cǥşÄ{d
ɗőȀ�sȉǸȓ
ɗÙ�ȷɘɉ

ɗÊ×�ȀȩɍȲȿɔȤśǼǭǺqÄȀěŻ
�ȗ&Õ
ɗħãfǾǽȀíOĜė�Ȋ
ɗȼɎȞȴȚɘǿ�ȘǵŢ-żăǻŅŒĖv
ZȖǰãǭȌȔś

ɗùřȀĚ'e
ɗ�ȀBǿïȆǺŢ-�Ȁ�Ƭ�ǥ�Ǡ

ƸƱƭŢ-E�ǻĚřǭǺǠȔ
Ţ-ɇȲɂɚŢ-ȽɔɀɑȲ
ȶɛȀĐČǼŲƢǿǸǠǺ
ÂǢǺǧǵǫǠǛ

ɗĹeaȀÑÇȀsoǫǛ©iȗëĤǿH
ÍǫǱȔǪǼǿ�<ǭǺǠȔ
ɗțɎȫȶɇȲɂȁšǺãǭȋȍȀǚĐeǿ!
ǥǟȔȀǤȗ�ğǻĢȔǴȌǿ¤ŠǾȍȀ
ɗĹeaȀF:�ǚd�ıđȀȦȫȶȗ�ǩ
ȔǴȌǚŢ-ɇȲɂșɂɏȗƐ'ǭǺǠȔǥǚ
Ó6ǿ/ǺȀeaȗȰȜɔɒɘȷǫǱȔǴ
ȌǚÏƔǥǤǤǷǺŴȌȒȕǺǭȉǡǪǼȍ

ɗĹeaȀɆȴɔȩɌɐȁ¬ǮǺǠȔǥǚĐ
d<ȗ.ȕǺǠǾǠǴȌǚǪȕǤȒ�AǭǺ
ǠǦǴǠ
ɗĝ�ȁıƁǥ�1�ǻǟȔǴȌǚȯȲȱǻ
ǦǾǠ

ɗĹeaȁd�ȗµǢȔǼȦȫȶǥsǦǠ
ɗ�ĊǲȀȍȀȀ©iȑȓȍǚțɃɔȶǾǽȀ
?ĜǾ©iȗĚ'ǯȔǪǼǿªVȀǟȔB
ǵǼ¦ǷǺǠȔ
ɗŢ-©iǥǽǪǻ.²ǻǦȔǤȗÌĥǯȔ
¤ŠǥǟȔ
ɗBRlȀåƆ¿ǥaȕǺǠǾǠǚBǿȑǷ
ǺŢ-ɇȲɂǥȼɎȼɎǻǟȔǪǼȁZƢǵ
Ǽ¬ǮǺǠȔ

ɗĹeaȀÑÇȀsoǫ
ɗĐdǚpbŰĉȀŢ-ɇȲɂȁÊ×Űĉȗ
ńūǭǺǠȔǵǨǵǥǚǲȕǻȹɘȬǥĂǴ
ǫȕǺǠȔȀǤ�Ì
ɗB1ǿƜĭǷǺ�ðȀȫɆȲȶǥ{dǯȕ
ȂǚǲǪǿŢ-ɇȲɂȗłǧǪǼǻB/ ȗ
ĢǷǺȍȒǡǪǼǿǸǾǥȔǛǲȀȑǡǿ©i
ȗɏɔȣǭǺǠǧǭǧȊǥȇǭǠ

ɗśȀÇƗ�ŵǥĆǭǠǴȌǚeaȀÑÇ
ǥso
ɗE�ǻȁǾǧBǥŢ-ɇȲɂȗĚřǭǺǠ
Ȕƕ%ǻ¼ƀǻǦȔ©iǥƖȒȕǚƥƤȎ
�n�Ǿǽȁ¼ƀǾǭ

ɗĹeaȁŊȒìǠǺ�ȗųÞǭǚß1±ǻ
ÊǜȹɘȬȗ´¾ǭǺǠȔ�ȗȱɘɉǿ.
ȕǚ"®ǭǺǠȔ
ɗǲȀǣǤǩǤǚĹeaǥéǭǠ�ȁǼǺȍ
qǠ
ɗe*ȀĹeaǿƀǷǺǠȔ©iȁüpǤ
Ȓ.²ǯȔǪǼǥƞǭǠ
ɗśȀÇƗ�ŵǥĆǭǠǴȌǚeaȀÑÇ
ǥso
ɗeaȀÑÇǿȁÓģǻȍɟɖÔȇǽǤǤȔ
ǴȌǚǲȀƔǿĐȕǺýǢȔ�ȍǟȔ

ƹƱÙ�ȟɏɔȿȲȣȎǲȀ
¢ȗš¹ǢǴpb�Éř
ŇȅȀ�¥ȀĐČǼŲƢ
ȗÂǢǺǧǵǫǠǛ

ɗȟɏɔȿȲȣǿTǨǺǚǉǎǌȎĹeaȀ©i
ÑÇȍs5ǵǥǚɅɎɔȴȚșȡțȷȀ+�
ȗaȔȀǥ,
ɗŤŰǼ�LȀƕ%ȗņǢȔǼœŰǚ	bŰ
ȀèǿȫɄțɔŰȀŢ-ɇȲɂǥ¤ŠǵǼ
ņǢǺǠȔ
ɗpbŰŜŨȗǽǪȉǻūǯǤǼǠǡZƢ

ɗȉǰȁÊ×�ȀÎƔ�LǿBȀƫ<ȗ2
ĤŮǭǺȍȒǠǚ«ġȗ·ǷǺȍȒǡǪǼǻp
b�ÉřŇǿȍƫ<ǥ�ȖȔǼ¦ǷǺǠȔǛ
ɗǫȒǿǚÙ�ǿwFŸȗ·ǷǺȍȒǡǪǼǻ
eÈƏ�ȅȍğȗTǨǺȍȒǡǪǼȗÖȘǻ
ǠȔǛ
ɗmȸȾȀȞɏș¶sǚqŤŰAȗ»Ƈ	
ɗmȸȾȀqŤŰAǿȁƿǓǓǏǒǎȀńūçŉ
ȗƌ¥

ɗāBǿØȔpb�ȁȾȪȺȫğĜǥsD
ǻǟȔǴȌǚŢ-ǿ#ǡÏƔȁÄÏƔ�ɝÊ
ǻǟȔǛƛƔÏƔǻřǢȔŢ-©iȗ½$ǭ
ǴǠ
ɗB1ǿȁÊ×ȀȾȪȺȫɇɔȍǴǧǫȘǠȔ
ǴȌǚǴǵȀŢ-eǼȁƋǷǺpbŰ�¥
ȗ�äǿřǡǪǼǿ�ǯȔƞǭǫǥǟȔ
ɗǀǄȀqŤŰAȁƿǓǓǏǒǎƮȗ8ēǯȔǪǼǻ
ȠȼɘǭǺǠȔ
ɗÊ×čŊȀÆAȗ¬ǮǫǱȔŢ-żăǥ
�ǾǠǱǠǤǚǥǷǤȓŢ-eɝ�ǿƍȂȕ
ǺǭȉǷǴ
ɗŢ-�ǾǽȀpb�ÉřŇ?TųÞǾǽ
ȀȵɘȯȁKǨJȔǥǚ4ÜǥĺǤǧǾǠȀ
ǻ#ǢǺǠǾǠ

ɗȟɏɔȿȲȣǿȑȔpb�ÉřŇȁŬQŢ
¯ȀQƔȀșțȷɐȯțɉǻŢ-ȗǯȔǼņ
ǢȒȕǚǲǪǻÆ�BǿğǥǠǧȑǡǾǭǧȊ
ȗ"ǷǺǠǦǴǠ
ɗċǿ6ȌǺØÊǯȔ�ȁÊ×čŊȀÆA
ȗúŕǚĲeǾǽǿñȌǺǠȔǥǚ×ØȀò
°ÆAǚWȀ�ęǚŖǶġǦǾǽȁÆ�ǿ
ǟȔǼǠǡǪǼȗĚ'ǭǴǠ
ɗɇɔȽɓɘ�žǼĽþĜđĕǤȒpbŰ
�¥ȁƄǠǸǠǺǠǾǠ
ɗȟɀȚȩɌɐǾȍȀǻȁǾǧǺȍǚdÊpb
�ǾǽǿȑȔBȀĻ�ɁɒȤǾǽǥǟȕȂ
�ǭǻȍ<ǿǾȔ

ɗpb�Ţ-�ǿǼǷǺ×�ǿñȌȒȕǺǠ
Ȕ©iȁ!ǤǼǠǡǪǼǥȵɘȯǼǭǺ.²
ǻǦǺǠǾǠǛ
ɗŢ-ɇȲɂȀqŤŰAǥ¤ŠǾȀȁđţ
ǭǺǠȔǥǚȦȫȶǥsǦǠǛȉǴǚŤŰǿ
ȑǷǺ1�ȗoǢȔȀȍȦȫȶǥǤǤȔ

ɗŢ-ß1±ȗũȕȔpb�ÉřŇȀ�§
ɚbĴǚ�ƬǚǽǪȅřǦǴǠǤǾǽɛȗɊɋ
ǭǴȍȀȗȵɘȯǼǭǺŘĬǭǺǣȓǚŢ-
ɇȲɂȀÀ[ǾǽǿǸǾǩǺǠȔǛ
ɗpb�ÉřŇȀéǭǠ©iǥǦǶȘǼ�Ǡ
ǺǠȔǤǥ�ÌǛ
ɗǉǐƾǐȀÅ)ǥÅǡȉǻŢ-ß1±ǿ�Ʃǯ
ȔpbŰ�¥ȫȯȲɀȎǚĹeaȀƑŠ§
ȁǼǺȍƪǠ
ɗ©iȀƝȌÈȁPbǿȑǷǺƋǡǴȌǚ©
iȀ3ǭÈǿ�tǥ¤Š

ƺƱƭĐdǚŢ-�áǿǁƽǈȗ
8ēǭǺǠȉǯǤɡ

ɗŢ-ɇȲɂȀșɂɏĉȗƐ'ǭǺǠȔ
ǇǃǇɠǈǖǐǕǕǎǔƯƭƿǓǓǏǒǎƮ

ɗĐdȁmȸȾȀȊǻǟȔǥǚǁƽǈȗĬâĜ
ǿJȓ.ȕǺǠǧðǥǟȔ
ɗƾǔǎǎƭǉǐưƾǐȀ�.àŦ	
ɗșɂɏȗ"®ǯȔȑȓȍǚƾǔǎǎƭǉǐưƾǐǿºľ
ǭǴƜǿŢ-E�ȀǀǄǥŜĥǫȕȔǭǧȊ
ȗņǢǺǠȔ
ǇǃǇɠǈǖǐǕǕǎǔƯƭƾǋǍǎǌǓǓǑ

ɗțɔȯɘȺȲȶǼĹeaȀƆ¿ɚȣɒȫɊȵȚ
șɛȁ¤ŠǵǼ¬ǮǺǠȔǥǚĐdȁƆ¿ǭ
ǺǠǾǠ
ɗŢ-�Ȁ�Ƭ�ȁƪǧǚƪƬŇ�ȁɋȼț
ɐǿȕǺǠǾǠɜ!�ȍɁɎȜȨȎșɂɏ
ȗƓǧǪǼǿȫȶɑȫȗ¬ǮȔǪǼȍǟȔǼņǢ
Ȕ
ǇǃǇɠǈǖǐǕǕǎǔƯƭƿǓǓǏǒǎƮ

ɗǇǃǇǾǽȀÕ=§ȁđţǭǺǠȔǥ8ēȉ
ǻǿȁŋǷǺǠǾǠ
ɗǀǄȀ©iȀMǫȗÑÇǭǴǠ
ǇǃǇɠǾǭ

ɗǉǐƾǐȗB1ǿÅ)ǯȔ~ǥǟȓǚǲȕǿ
ĄǮǺºľ,Ȁșɂɏ"®ȗťĘ	
ǇǃǇɠǈǖǐǕǕǎǔƯƭƾǋǍǎǌǓǓǑƯƭƿǓǓǏǒǎƮ

ɗÓÇ©iȁǈǖǐǕǕǎǔȎƾǋǍǎǌǓǓǑǾǽǻ½$
ǯȔǛȭɘɐ©iǾǽùȕǺǠǧ©iǼǚȫ
ȶȲȣǫȕȔ©iȗ7y ǻ3ǯ
ɗĹǼȵȪȯɐǥŞ|ǭǟǷǺǠȔ
ɗ/Xǥ/XȵȪȯɐȺțȴȚɕǾȖǨǻȁ
ǾǠȀǻǚ³ŚǵǨ,ŽǷǺȍǠǨǾǠ
ǇǃǇɠǈǖǕǐǕǎǔƯƭƾǋǍǎǌǓǓǑ

ƻƱƭ�áȀÀ[ȀǴȌǿǚ
�¢ĢȓǴǠǪǼǚJȓļ
ȘǻǠǦǴǠŲƢȁ!ǻǯ
Ǥɡ

ɗPbȀpb�Ţ-�ǥ!ǿŌVȗ·ǷǺ
ǠȔȀǤǚ!ǥÕ=Ǿ©iǼǾȓǡȔȀǤȗ
ĢȓǴǠǛĐČȁÊ×ŰȀ©iȗǲȀȉȉ
ńūǭǺƀǱǺǠȔǵǨ
ɗȯțɈɔȤŐǧ¤ŠǾ©iȗ½$ǻǦȔĒk
ǹǧȓ
ɗ�ȀBǼȀ�7AȗaȔǴȌǿȴɘɇȗó
ȌǺǠǦǴǠ

ɗgȍȕǺǠȔŢ-żăȀšǢȔA
ɗǝǽǪǿǞǝǽǡǠǡȩȸɏȟǻǞǝ!ŰǻǞƠ
mß1ȀȫɆȲȶȗ"ȕȂŐǠȀǤɡ

ɗćdǭǺǠȔ©iȀǟȓǤǿŢ-�ȗů�
ǯȔÈö
ɗǽǡȎǷǺāBȀȠɎɘȗ3ǭǺǠǧǤ

ɗǽǡǭǴȒBȀƫ<ȗ�ǢȔǪǼǥǻǦȔȀ
Ǥ
ɗpb�ğĿǿȑȔȹɘȬǥȖǤȒǾǠǚȦ
ɔȭɂȶŪ~ǿ`ƞ
ɗȮɔɏɔįǤȒȾȲȤȵɘȯȁ½$ǭǺȍȒ
ǢȔǥ÷ēǻǦǺǠǾǠ

ɗB1Ȁ^ƈďȗ�ǩǴǠ

ɗ©iǥƘǜȉǻřǦĀǷǺǠȔȀǤǚǼǠ
ǡǪǼȗĤŮǭǴǠ
ɗB1Ȁ^ƈ§ȗǟǩǴǠ
ɗ×ØȁɇɘȥȴȚɔȤȗǦǶȘǼǭǺǤȒ¤
ŠǾ©iȗ3ǯȀǥëǭǠ²ơǵǼņǢȔ

Ţ-E�ȀĐČǼZƢćɚÙ�ƏɞɟBȀ�Ǝɛ



 71 

付録 2(a)	 文京区観光マップ「おさんぽくん」英語版	 表面 
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付録 2(b)	 文京区観光マップ「おさんぽくん」英語版	 裏面 
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付録 3(a)	 駒込駅発の被験者によるコメント 
付録 3(b)	 江戸川橋駅発の被験者によるコメント	  
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付録 3(c)	 春日駅／本郷キャンパス発の被験者によるコメント 
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付録 4	 被験者アンケート回答集計結果（Google フォーム使用）	 
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※From	 [1:Not	 at	 all.]	 to	 [5:It	 worked	 very	 well.]	 
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※From	 [1:Not	 at	 all.]	 to	 [5:I	 think	 it	 is	 very	 useful.]	 
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※From	 [1:Not	 at	 all.]	 to	 [5:I	 would	 like	 to	 very	 much.]	 
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※From	 [1:Not	 at	 all.]	 to	 [5:It	 worked	 very	 well	 as	 a	 recorder	 of	 my	 visit.]	 
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※From	 [1:Not	 at	 all.]	 to	 [5:It	 influenced	 very	 much.]	 
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※From	 [1:Not	 at	 all.]	 to	 [5:I	 feel	 unsafe	 very	 much.]	 
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付録 5	  文京区観光協会への実証実験結果報告	  
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付録 6(a)	 「文の京 漫歩」英語版リーフレット（表） 
 

 
  

You Are Here Point and trajectory with GPS

36 recommended places for sightseeing

Download
From Here!!
(ENGLISH VERSION)

Official Guide Maps of Bunkyo City

Bunkyo Manpo
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付録 6(b)	 「文の京 漫歩」英語版リーフレット（裏） 
 

 
 
  

You can make your own contents on
the maps to save your memory of visit. 
Each content can contain a photo and text.

** Data Donation Request **
We are asking you users to donate your trajectory,
the contents you create and the answers for simple
questioners as data to us. Data donation is optional. 
You can decide after reading the “Agreement terms” 

if you donate your data or not.

Bunkyo City
Keisei Ueno

Ikebukuro

Shinjuku

Shibuya

Shinagawa

Hamamatsucho
Tokyo

Chiba

Ueno
Nippori

Tokyo Monorail
for Haneda AirportTokaido Shinkansen

Chiyoda Line

Kasuga
Korakuen

Namboku Line
Mita Line

JR Line

Marunouchi Line

Yurakucho Line

Hibiya Line

Ginza Line

Fukutoshin Line Tozai Line

Toei Oedo Line

Toei Shinjuku Line

Hon-komagome

Todaimae

Hakusan

Myogadani

Edogawabashi
Yushima

Nezu

Sendagi

Hongo-sanchome

Iidabashi

Gokokuji

Suidobashi
Ochanomizu

Shin-Otsuka

Sengoku

Chuo Line

Yamanote Line

Sobu Line

JR Lines

Tabata

Omiya

Ochanomizu Kanda

Akihabara

Subway Network

Otsuka

Uguisudani

Nippori

Nishi-nippori

Tabata
KomagomeSugamo

Higashi-Ikebukuro

Zoshigaya

Takadanobaba

Mejiro

Ikebukuro

Nakaokachimachi

Shin-
Okachimachi

InarichoUenohirokoji

Ueno-Okachimachi
Okachimachi

Uguisudani

Suehirocho
Akihabara

Iwamotocho

Kanda

Shin-Ochanomizu
Jinbocho

Ogawacho
Awajicho

Kudanshita

Ushigome-
Kagurazaka

Kagurazaka
Waseda

Nishi-waseda

Suidobashi

Tohoku Yamagata Akita 
ShinkansenJoetsu Nagano Shinkansen

Keihin-Tohoku Line

 

Bunkyo City Tourism Association & the University of Tokyo
Email: bunkyo-manpo@csis.u-tokyo.ac.jp

Bunkyo City
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付録 6(c)	 「文の京 漫歩」日本語版リーフレット（表） 
 

 
  

文の京 漫歩

Download
From Here!!
(ENGLISH VERSION)

文京区内の公式観光マップが3種類
36ヶ所の観光スポットを掲載

GPSによる現在地&移動軌跡の表示
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付録 6(d)	 「文の京 漫歩」日本語版リーフレット（裏） 
 

 
 
  

観光マップ上の任意の場所に
コメントや写真を作成・挿入することができます。

** データ寄付のお願い **
移動軌跡、作成したコメントや写真のデータ寄付を

お願いしています。簡単なアンケートに
答えていただき、送信していただいたデータは、

貴重なフィードバックとして利用させていただきます。
“Agreement Terms” をお読みの上、同意してください。

Bunkyo City
Keisei Ueno

Ikebukuro

Shinjuku
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Hamamatsucho
Tokyo
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Ueno
Nippori

Tokyo Monorail
for Haneda AirportTokaido Shinkansen

Chiyoda Line
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Korakuen

Namboku Line
Mita Line
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Marunouchi Line
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Sendagi
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Nippori

Nishi-nippori
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KomagomeSugamo

Higashi-Ikebukuro
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Mejiro
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Shin-
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InarichoUenohirokoji
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Akihabara
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Kanda
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Tohoku Yamagata Akita 
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Keihin-Tohoku Line

 

文京区観光協会 &東京大学
Email: bunkyo-manpo@csis.u-tokyo.ac.jp

Bunkyo City
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付録 6(e)	 「文の京 漫歩」中国語版リーフレット（表） 
 

 
 
  

随时显示当前位置&可回放的移动轨迹

36个推荐景点

Download
From Here!!
(ENGLISH VERSION)

文京区官方导游图

Bunkyo Manpo
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付録 6(f)	 「文の京 漫歩」中国語版リーフレット（裏） 
 

 
	 

可在地图上用照片和文字记录

旅途中的点滴发现和精彩回忆

** 数据分享倡议 **

希望您能和我们分享用户数据 ,

包括您的移动轨迹和添加在地图上的自定义内容 ,

并完成简单问卷 , 以帮助我们改良地图应用和推进相关研究

用户数据分享是可选的 ,

您可在应用中阅读《同意条款》后再作决定
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文京区观光协会&东京大学
Email: bunkyo-manpo@csis.u-tokyo.ac.jp

Bunkyo City
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